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安全に作業をするために 

ここに記載されている注意事項は、安全に関する重大な内容です。必ず守って下さい。 

記載されている注意事項を守らないと、死亡を含む傷害や事故、機械の破損が生じるおそれ

があります。ロータリーモアの所有者や作業者は、事故やけがを防ぐ責任を負います。 

 

1) 一般的な注意事項 
 

 以下に当てはまる人にはロータリーモアを 
運転させないでください 

● 過労、病気、薬物の影響、その他の理由により、作業に集中できない人 
● 本書および注意銘板に記載された指示を理解できない人 
● ロータリーモアの運転方法について、適切な研修を受けていない人 
● 酒をのんだとき 
● 妊娠中の女性 
● 18 才未満の人 
【守らないと】 

思わぬ事故の原因となります。 

 

 作業に適した服装をする 

ロータリーモアの運転、調整、点検整備時は、ヘルメット、安全靴、安全眼鏡、長ズボ

ン、手袋、防音保護具など、適切な保護服、装備を着用してください。 
【守らないと】 

機械に巻き込まれたり、滑って転倒するおそれがあります。 

 

 ロータリーモアの点検 

ロータリーモアを定期的に点検してください。 
【守らないと】 

ロータリーモアの寿命が短くなるだけでなく、安全で効率的な運転ができなくなるおそ

れがあります。 
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 芝草刈り以外での使用禁止 

本書に記載されていない場合でも、通常の使用以外でロータリーモアを絶対に使用しな

いでください。特にトレーラなどを牽引しないでください。ロータリーモアは牽引作業

用に設計されていません。 
【守らないと】 

思わぬ事故の原因となります。 

 

2) ロータリーモアを運転する前に 
 

 運転者以外に人を乗せない 

この機械の乗車定員は 1 名です。運転者以外に人を乗せないでください。 
【守らないと】 

思わぬ事故を引きおこすおそれがあります。 

 

 エンジン始動時は必ず運転席に座り、周囲の 
安全確認をする 

エンジン始動時は必ず運転席に座り、シートの位置と周囲の安全を確認してください。

それから HST ペダルを中立位置にして、駐車ブレーキを掛け、PTO が OFF であること

を確認してください。 
【守らないと】 

思わぬ事故を引きおこすおそれがあります。 

 

 エンジン始動時はスタータスイッチを使用する 

エンジンは、必ずスタータスイッチを使用して始動してください。端子を短絡させて 
エンジンを始動しないでください。 
【守らないと】 

ロータリーモアが不意に動き、思わぬ事故を引きおこすおそれがあります。 
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 機械の改造禁止 

純正以外や指定以外のアタッチメントを取り付けないでください。改造をしないでくだ

さい。 
純正以外のモアデッキ、コレクタが取り付けられている場合は販売店に問い合わせてく

ださい。 
【守らないと】 

事故･ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。 

 

 運転前点検の実施を行う 

ロータリーモアを始動する前に、指示に従ってブレーキの運転前点検を行い、刃や刃の

ナットに摩耗、破損、緩みがないことを目視で確認してください。刃やナットが摩耗、

破損している場合は、刃のバランスを保つため、アセンブリごと交換してください。ブ

レーキのききが悪くなったり、破損した刃が飛散して、非常に危険です。 
【守らないと】 

事故、機械の故障をまねくおそれがあります。 

 

 無理のない作業計画をたててください 

十分な時間的余裕がある運転計画を立ててください。特に猛暑、極寒、超高湿度環境で

ロータリーモアを運転する場合は、運転の安全性を確保した運転スケジュールや方法を

設定してください。また作業は日中または十分に明るい照明下でのみ行ってください。 
【守らないと】 

思わぬ事故を招くおそれがあります。 

 

 圃場の状態の確認を行う 

圃場を入念に調べ、石、玩具、棒きれ、針金など、重大な事故を招くおそれのある物を

すべて取り除いてください。また、人やペットが圃場に入らないようにしてください。

子供が圃場に近づかないように、大人が責任を持って見守ってください。 
【守らないと】 

機械の故障をまねくだけでなく飛散物で事故･ケガをするおそれがあります。 
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 ガード類は必ず取り付ける 

点検・整備などで取り外したカバー類は、必ず取り付けてください。また、セーフティ

スイッチ、ガードが適切に取り付けられ、機能している場合以外は、絶対にロータリー

モアを運転しないでください。 
【守らないと】 

機械に巻き込まれて、傷害事故を引きおこすおそれがあります。 

 

 点検・整備を行う 

機械を使う前と後には必ず、点検・整備をしてください。特にハンドル・ブレーキ･レ

バーなどの操縦装置、車輪などの走行装置および電気部品、コードは確実に作動するよ

うに点検・整備してください。また、刃など摩耗している部品がないか点検し、摩耗し

た部品があれば交換してください。 
【守らないと】 

事故･ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。 

 

 定期点検整備を受ける 

年毎に定期点検を受け、各部の保守をしてください。特にパワーステアリングのホース

は、年毎に交換し、電気配線は年毎点検してください。 
【守らないと】 

整備不良による事故や機械の故障をまねくおそれがあります。 

 

 標準品のモアデッキ、コレクタを使用 

ロータリーモアの運転は、標準のモアデッキ、コレクタを取り付けた状態で行ってくだ

さい。コレクタを取り付けずに草刈りをしないでください。ロータリーモアによって芝、

石などが飛散し、非常に危険です。刈り取った草をコレクタに集めない場合は、オプショ

ンのモア用マルチングキットを取り付けてください。 
【守らないと】 

石などが飛散し、事故をまねくおそれがあります。 
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3) ロータリーモアの運転 
 

 運転中は周囲に気を付ける 

ロータリーモアの作業中に第三者は、排出口、刈刃、すべての可動部に近づかないでく

ださい。特に子供や動物をロータリーモアの周囲に近づけないでください。排出口を人

に向けないでください。 
また、周囲に作業者がいる場合は、新しい動作に入る前に必ず他の人に警告してくださ

い。 
【守らないと】 

飛散物により重大な事故をおこすおそれがあります。 

 

 わき見運転をしない 

ロータリーモアを運転するときは、運転席にきちんと座り、ハンドルを両手で持ち、ロー

タリーモアの進行方向を見てください。わき見運転をしたり、ハンドルを片手で操作し

たりしないでください。また、後進する前に、下や後ろを見て、進行方向に障害物がな

いことを確認してください。 
【守らないと】 

障害物や人などに接触し重大な事故をおこすおそれがあります。 

 

 段差、溝等または見通しの悪い場所での注意 

溝、穴、崩れやすい段差がある場所では絶対にロータリーモアを運転しないでください。

走行が必要な時は刈刃を停止し、モアデッキを持ち上げてゆっくり走行してください。

また、見通しの悪い角や障害物に近づくときは注意してください。穴、わだち、段差に

注意してください。高く伸びた草に障害物が隠れているおそれがあります。 
【守らないと】 

転倒するおそれがあります。 

 

 旋回時は減速する 

旋回前にロータリーモアを十分減速してください。 
【守らないと】 

転倒するおそれがあります。 
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 障害物にぶつかった時は作業をやめ点検する 

障害物にぶつかったり、ロータリーモアが異常に振動する場合は、すぐにロータリーモ

アを停止し、すべての可動部品が停止してから、エンジンを停止させ、機械を点検して

ください。すべての修理を終えてから、運転を再開してください。 
【守らないと】 

事故･ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。 

 

 濡れた草地で作業しない 

濡れた草地で草を刈らないでください。 
【守らないと】 

ロータリーモアが滑り事故を起こす可能性があります。 

 

 後進での作業はしない 

やむを得ない場合以外は、後退中に草刈りを行わないでください。 
PTO の動作中は、最高後進速度は１km／h 未満に制限されます。切断幅が 1500mm 未満

のロータリーモアでは、後退運転は制限されています。 
【守らないと】 

事故を起こす可能性があります。 

 

 道路付近での移動では車、歩行者に注意する 

道路付近を移動するときや、道路を横断するときは、車や歩行者に注意してください。 
【守らないと】 

衝突により事故を引きおこすおそれがあります。 
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 ロータリーモアから離れる際は安全が確保 
できる状態で離れる 

何らかの理由によりロータリーモアから離れるときは、必ず以下を行ってください。 
- ロータリーモアを平らな場所で停止します。 
- PTO を OFF し刈刃を停止させ、モアデッキを下げます。 
- 駐車ブレーキを掛けます。 
- エンジンを止め、すべての可動部が停止するまで待ちます。 
【守らないと】 

機械が勝手に動き出し事故を引きおこすおそれがあります。 

 

 保護具は必ず着用する 

保護メガネ・ヘルメット・滑り止めのついた靴を必ず着用してください。 
【守らないと】 

傷害事故を負うおそれがあります。 

 

 作業機の下にもぐったり、足を入れない 

作業機の下にもぐったり、足を踏み込んだりしないでください。 
【守らないと】 

作業機が下がったとき、傷害事故を負うおそれがあります。 

 

 カバー類は必ず取り付ける 

カバーは必ず取り付けてください。特に排出口カバーは取り付け、開けた状態で草刈り

を行わないでください。 
【守らないと】 

機械に巻き込まれや飛散物などで事故を引きおこすおそれがあります。 
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4) 傾斜地での運転 

傾斜地は、ロータリーモアの事故にかかわる主要因で、重大な事故を引き起こします。 

 極力傾斜地での使用は避ける 

傾斜地ではモアデッキを作動させた状態でロータリーモアを運転することはお勧めで

きません。傾斜地では細心の注意が求められます。傾斜地には常に危険が伴います。 
ロータリーモアを傾斜地で使用する必要がある場合でも、12°を超える傾斜地では絶対

に使用しないでください。たとえ 12°未満の傾斜地で使用する場合でも、以下の指示を

厳守してください。 
12°の傾斜地で使用する場合でも、ロータリーモアには標準のモアデッキとグラス

キャッチャ以外は取り付けないでください。 
【守らないと】 

転倒するおそれがあります。 

 

 急斜面、溝、盛り土の近くでは草刈りを行わ 
ない 

急斜面、溝、盛り土の近くでは草刈りを行わないでください。 
車輪が急斜面に乗り上げたり、縁が崩落した場合、ロータリーモアが転倒するおそれが

あります。不整地では、ロータリーモアが横転するおそれがあります。 
【守らないと】 

転倒するおそれがあります。 

 

 濡れた草地での草刈り作業は行わない 

絶対に濡れた草の上で草刈り作業を行わないでください。 
【守らないと】 

スリップや転倒するおそれがあります。 
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 傾斜地で旋回、急発進、急停止をしない 

傾斜地で旋回しないでください。もし旋回する場合は、可能な限り下り坂でゆっくり 
行ってください。急発進、急停止は避けてください。 
【守らないと】 

転倒するおそれがあります。 

 

 操作に不安があるときは傾斜地作業をしない 

傾斜地でのロータリーモアの操作に不安があるときは、草刈りを行わないでください。 
【守らないと】 

転倒等事故をおこすおそれがあります。 

 

 等高線刈りは行わない 

傾斜地では上り下りにて草刈り作業を行ってください。等高線刈りを行わないでくださ

い。 
また、ゆっくりと移動してください。速度や方向を急に変更しないでください。 
【守らないと】 

転倒等事故をおこすおそれがあります。 

 

5) 点検や整備をするとき

 

 機械の改造禁止 

ロータリーモアを不正に改造しないでください。非常に危険です。破損、摩耗した部品

は、正規のスペアパーツと交換してください。また、エンジン制御設定を変更したり、

エンジンを過回転させないでください。 
【守らないと】 

事故･ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。また、保証が無効になるおそれが

あります。 
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 マフラー・エンジン・燃料系周りのゴミは取り 
除く 

マフラー・エンジン・バッテリ・燃料タンク周辺に、草・ゴミ・燃料などが付着してい

ないか確認してください。ゴミ等付着している場合は必ず取り除いてください。 
【守らないと】 

火災事故を引きおこすおそれがあります。 

 

 注油・給油はエンジンが冷めてから行う 

エンジン回転中や、エンジンが熱い間は、絶対に注油・給油をしないでください。 
【守らないと】 

燃料に引火して、火災をおこすおそれがあります。 

 

 燃料補給時は火気厳禁 

燃料補給時は、くわえ煙草や裸火照明は絶対にしないでください。 
【守らないと】 

燃料に引火して、火災をおこすおそれがあります。 

 

 バッテリ点検時は火気厳禁 

バッテリの点検・充電時は火気厳禁です。バッテリの充電中は、水素、酸素といった爆

発性ガスが発生します。バッテリを火花や火気に近づけないでください。 
【守らないと】 

バッテリに引火、爆発してヤケドなどを引きおこすおそれがあります。 
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 バッテリ交換時はエンジン停止する 

バッテリを交換、点検するときは、エンジンを停止し、メインスイッチを切ってくださ

い。 
バッテリケーブルを外すときは、必ずアース線（－）を最初に外してください。バッテ

リケーブルを接続するときは、正極ケーブル（＋）を最初に接続してください。誤った

順番での脱着は、ショートや火花を引き起こすおそれがあります。 
【守らないと】 

ショートや火花を引き起こし火災の原因となるおそれがあります。 

 

 燃料もれに注意 

燃料パイプが破損していると、燃料もれをおこしますので必ず点検してください。 
【守らないと】 

火災事故を引きおこすおそれがあります。 

 

 燃料キャップをしめ、こぼれた燃料はふき取る 

燃料を補給したときは燃料キャップを確実にしめ、こぼれた燃料はきれいにふき取って

ください。 
【守らないと】 

火災事故を引きおこすおそれがあります。 

 

 電気部品・コードを必ず点検 

配線コードが他の部品に接触していないか、被覆のはがれや接触部のゆるみがないかを

毎日作業前に点検してください。 
【守らないと】 

ショートして、火災をおこすおそれがあります。 
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 点検整備は平坦で安定した場所で行う 

交通の危険がなく、機械が倒れたり動いたりしない平坦で安定した場所で車止めをして

点検整備をしてください。 
【守らないと】 

機械が転倒するなど、思わぬ事故をまねくおそれがあります。 

 

 電気部品点検整備時はエンジン停止し、バッ 
テリアース線を外す 

電気部品、配線の点検整備を行うときは、確実にエンジンを停止してください。また、

必ずバッテリのアース線（－）を外してください。 
【守らないと】 

感電したり、火花により傷害を負うおそれがあります。 

 

 バッテリ液は体につけないようにする 

エンジンを始動する前にバッテリを点検してください。電解液が皮膚や衣服に触れない

ように注意し、万一付着したときはすぐに水で洗い流し、医師の診断を受けてください。 
【守らないと】 

ヤケドをしたり、服が破れるおそれがあります。 

 

 室内作業では換気を十分にする 

閉め切った室内では絶対にエンジンを始動しないでください。排気ガスには有毒な一酸

化炭素が含まれているため、室内でエンジンを始動する場合は十分換気をしてくださ

い。 
【守らないと】 

一酸化炭素中毒になるおそれがあります。 
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 タイヤには、規定の最大空気圧以上に空気を 
いれない 

タイヤに空気を入れる際には、規定の最大空気圧以上に空気をいれないでください。 
【守らないと】 

タイヤが破損して、傷害事故をおこすおそれがあります。 

 

 排気ガスには十分に注意する 
閉め切った室内などではエンジンを始動しないでください。エンジンは、通風しのよい

室外で始動してください。やむを得ず室内で始動する場合は、十分に換気をしてくださ

い。 
【守らないと】 

排気ガスによる中毒をおこし、死亡事故にいたるおそれがあります。 

 

 ブレーキ・ハンドルの点検を必ず行う 
ブレーキの効きが悪かったり片効きがないように、またハンドルに著しいガタや遊びが

ないように、点検してください。 
【守らないと】 

事故を引きおこすそれがあります。 

 

 点検整備中はエンジン停止 
点検・整備・修理または、掃除をするときは、必ず PTO レバーを OFF 位置にし、刈刃

が完全に停止していることを確認し、エンジンを停止してください。また第三者が誤っ

てエンジンを始動しないようにキーを抜き（キーがある場合）、駐車ブレーキを掛けて

ください。 
【守らないと】 

機械の下敷きになる、回転物に巻き込まれるなど、傷害事故をおこすおそれがあります。 
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 カバー類は必ず取り付ける 
点検・整備などで取り外したカバー類は、必ず取り付けてください。 
【守らないと】 

機械に巻き込まれて、傷害事故を引きおこすおそれがあります。 

 

 高圧オイルに注意 
油圧装置を備えたロータリーモアでは、圧力によって漏れ出たオイルが皮膚に浸透し重

傷を負うおそれがあり、その場合は救急措置が必要です。オイル漏れの確認は、手では

なく、ボール紙片を使用して行ってください。油圧系統、燃料噴射装置の障害について

は、必ず販売店にご相談ください。継手やホースを外す前には、油圧回路内の圧力をな

くしてください。 
【守らないと】 

高圧オイルは皮膚をつきやぶることがあり、傷害事故をひきおこすおそれがあります。 

 

 バッテリの取り付け取り外しは正しい手順で 
行う 

バッテリを取り付けるときは＋側を先に取り付け、取り外すときは－側から取り外しま

す。 
【守らないと】 

ショートして、ヤケドや火災事故をおこすおそれがあります。 

 

 点検整備は高温部分が十分冷めてから行う 
マフラーやエンジン、ラジエータなどの高温部分が十分に冷めてから点検整備をしてく

ださい。 
【守らないと】 

ヤケドをするおそれがあります。 
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 ラジエータキャップは十分冷めてから取り外す 
エンジンが高温、または作動しているときは、絶対にラジエータキャップを取り外さな

いでください。エンジンが冷却するまで待ってから、ラジエータキャップを外して、ラ

ジエータの圧力を開放してください。 
【守らないと】 

高温の蒸気が吹き出し、重傷を負うおそれがあります。 

 

 目的に合った工具を正しく使用する 
点検整備に必要な工具類は、適正な管理をし、目的に合った工具を使用してください。

また点検調整に必要な工具は機械に常備しておいてください。 
【守らないと】 

整備不良で事故を引きおこすおそれがあります。 

 

 刃の点検整備は皮手袋等を使用する 
刃は鋭利なため、けがをするおそれがあります。点検整備を行うときは、刃を包むか、

革手袋を着用してください。2 つ以上の刃が取り付けられているロータリーモアでは、

一方の刃を回転させると、もう一方の刃も回転する場合があります。 
【守らないと】 

鋭利な刃でケガするおそれがあります。 

 

6) トラックへの積み降ろし 
 

 トラックの安全確保を行う 
ロータリーモアをトラックに積み込むときは、トラックのエンジンを切り、トラックの

駐車ブレーキを掛け、トラックが不意に移動しないように車輪止めをしてください。 
【守らないと】 

トラックが不意に移動し、転落などの事故をまねくおそれがあります。 
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 トラックへの積み降ろし時の安全確保を行う 

積み降ろしをするときは、平坦で交通の安全な場所でロータリーモアの周囲の安全に十

分に注意し、誘導してもらいながら運転してください。ロータリーモア付近、特にロー

タリーモアの前後に人を近づけないでください。トラックに積み込むときは、モアデッ

キは一番上まで持ち上げ、十分な低速でまっすぐに後退させてください。トラックから

降ろすときは、前進させてください。 
あゆみ板でエンストした場合は、すぐにブレーキペダルを踏み、ブレーキをゆっくりと

離しながらロータリーモアを地面まで動かしてください。それからエンジンを始動し、

やり直してください。 
【守らないと】 

転落などの事故をまねくおそれがあります。 

 

 強度・長さ・幅の十分あるあゆみ板を使用する 
以下の仕様を満たすあゆみ板を使用してください。以下の仕様に含まれていないアタッ

チメントをロータリーモアに取り付ける場合は、販売店にご相談ください。 
積み降ろしをするときは、平坦で交通の安全な場所で、トラックのエンジンを止め、動

かないようにサイドブレーキを掛け車止めをしてください。 

あゆみ板の仕様 
● 長さ.........トラックの荷台の高さの 4 倍以上 
● 幅（有効幅）.........30cm 以上 
● 必要数量.........2 台 
● 可搬重量（あゆみ板 1 台あたり）.........750kg 以上 
● あゆみ板の表面には滑り止めが必要です。 
● 上記の仕様は、以下の構成を持つロータリーモアで有効です。 
- ロータリーモアに標準のモアデッキ、コレクタ以外のアタッチメントやキャビンが 
取り付けられていない。 

- ロータリーモアに標準のモアデッキ、コレクタが取り付けられている。 
【守らないと】 

転落などの事故を引きおこすおそれがあります。 
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 ロープでトラックに確実に固定する 
トラックに乗せて移動するときは、駐車ブレーキを掛け、強度の十分あるロープでト

ラックに機械を固定してください。 
【守らないと】 

荷台から機械が転落したりして、事故を引きおこすおそれがあります。 

 

7) 移動や圃場へ出し入れするとき 
 

 一般道路走行禁止 
特殊自動車の型式認定を取得していませんので一般道路は走行できません。 
【守らないと】 

道路交通違反により罰せられることがあります。 

 

 周囲の安全を確認して、ゆっくりと発進する 
周囲の安全を確認してからエンジンを始動し、急発進しないようにゆっくり発進してく

ださい。 
【守らないと】 

傷害事故をおこすおそれがあります。 

 

 移動時は路肩に注意 
溝のある道路や両側が傾斜している道路では、路肩に十分注意してください。 
【守らないと】 

転落事故をおこすおそれがあります。 
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 急な発進・停止・旋回やスピードの出し過ぎ禁止 

発進･停止はゆっくりと行ってください。旋回するときはスピードを落としてください。 
また凹凸道やカーブの多い場所では、十分速度を落としてください。 
【守らないと】 

転倒・転落事故や、機械の破損をおこすおそれがあります。 

 

 暖機運転中は駐車ブレーキを掛ける 

【守らないと】 

機械が自然に動きだし、事故を引きおこすおそれがあります。 

 

 高速走行時、急激なブレーキ、ペダル操作は 
しない 

【守らないと】 

転倒・転落事故をおこすおそれがあります。 

 

 作業機の下にもぐったり、足を入れない 

作業機の下にもぐったり、足を踏み込んだりしないでください。 
【守らないと】 

作業機が下がったとき、傷害事故を負うおそれがあります。 

 

 急な発進・停止・旋回やスピードの出し過ぎ禁止 

発進・停止は、ゆっくりと行ってください。旋回するときは、十分スピードを落として

ください。 
また傾斜地や凹凸のあるところでは、速度を落としてゆっくりと移動してください。 
【守らないと】 

転倒・転落事故や、機械の破損をおこすおそれがあります。 
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 作業前に、圃場内にある石などの障害物を取り除く

【守らないと】 

事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。 

 

 

 巻き付き、詰まり点検は必ずエンジン停止 

刈刃（ブレード）に巻き付いた草を取ったり、作業機の詰まりを見るときは、必ずエン

ジンを停止してください。 
【守らないと】 

巻き込まれ事故をおこすおそれがあります。 

 

 子供を近づけない 

子供には十分注意し、近づけないようにしてください。 
【守らないと】 

傷害事故引きおこすおそれがあります。 

 

 異常な振動が出たら、直ちに点検・修理を行う 

異常な振動が出たら直ちにエンジンを停止し、原因を調べて修理してください。 
【守らないと】 

事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。 
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 ロータリーモアの排出口には、人を近づけない 
こと 

草やホコリが飛び出します。石などが飛び出すことがあります。 
【守らないと】 

傷害事故を引きおこすおそれがあります。 

 

 機械から離れるときは平坦地に置き、エンジン 
を止める 

機械から離れるときは平坦で安定した場所に置き、エンジンを止めて、必ず駐車ブレー

キを掛け車止めをしてください。また作業機は地面に接地してください。 
【守らないと】 

機械が動き出し、事故をおこすおそれがあります。 

 

8) 長期保管するとき 
 

 燃料タンクは極力空にする 

燃料をタンクに入れたまま、ガスが火気や火花に届くおそれがある建物内にロータリー

モアを保管しないでください。また燃料漏れを防ぐため燃料コックは閉じてください。 
【守らないと】 

燃料などに引火して、火災をおこすおそれがあります。 

 

 シートは機械が十分冷めてからかける 

機械にシートをかける場合は、マフラーやエンジンが十分に冷めてからかけてくださ

い。 
【守らないと】 

火災事故を引きおこすおそれがあります。 
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 マフラー・エンジン・燃料系周りのゴミは取り 
除く 

マフラー・エンジン・バッテリ・燃料タンク周辺に、草・ゴミ・燃料などが付着してい

ないか確認してください。ゴミ等付着している場合は必ず取り除いてください。 
【守らないと】 

火災事故を引きおこすおそれがあります。 

 

 電気部品・コードを必ず点検 
配線コードが他の部品に接触していないか、被覆のはがれや接触部のゆるみがないかを

確認してください。 
【守らないと】 

ショートして、火災をおこすおそれがあります。 

 

 長期格納時はバッテリとキーを外す 
ネズミにかまれて短絡が発生するのを防ぐため、長時間使用しないで格納する場合は、

バッテリを取り外し、キーを抜き取り保管してください。 
バッテリを外すときは負極（－）ケーブルを最初に外し、バッテリを接続するときは正

極（＋）ケーブルを最初に接続してください。 
【守らないと】 

火災事故を引きおこすおそれがあります。 

 

 保管中は作業機を下げる 
モアデッキを取り付けた状態でロータリーモアを保管する場合は、必ずモアデッキを地

面まで下げてください。 
【守らないと】 

研修を受けていない人や子供がエンジンを作動し、思わぬ事故が引き起こされるおそれ

があります。 

  



 

安全に作業をするために 
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9) 安全銘板の貼り付け位置 
 
安全に作業していただくために、安全銘板の貼り付け位置を示したものです。 
安全銘板は常に汚れや破損しないように保ち、もし破損・紛失した場合は、新しいものに貼
りなおしてください。 
 
本機 

 

 

(1) 

(2) 

(10) 
(3) 

(8) (9) 

(7) 

(5) 

(6) 
(4) 
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(1) 

 a.
 b.

 c.

 d.

 
(2) 

 a.

 b.

 c.

 d.

 
(3) 

 a.
 b.
 c.

 d.
 e.
 f.

安全に作

注意銘板 A 
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機械から離
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人をひくお
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取扱説明書
重に取り扱

作業をす
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する前に、刃
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進させる前に後
機械から人を遠
突のおそれ 
る傾斜地で機
。 
それ 
ェンダなど、

せないでくださ
突のおそれ 
転倒のおそれ
ください。 

銘板 

気を避けてくだ
着用してくだ

は子供の手の
。 

意してください
意してください
書をよく読んで
扱ってください

するため

でください。
ータキーを抜
行ってくださ

駐車ブレー
ンキーを抜い

刃にぶつかっ
周辺から取り
い。 

後ろを確認し
遠ざけてくだ

機械を運転す

機械の運転
さい。 

れのある場所

ださい。 
ださい。 

の届かないと

い。 
い。 
でください。
い。 

めに 

 
抜いてから、機
さい。 
ーキを掛け、エ
いてください

って飛散するお
除き、機械か

し、機械を始動
ださい。 

することは避

転席以外の場所

では機械を運

ころに保管

バッテリは慎

 

機

エ
い。 

お
か

 

動

け

所

運

 

し

慎

- バ

- 
負
服

硫

- 
バ
す

- 
充

 
(4) 燃料

 エa.
料

 軽b.
 
(5) ベル

動

 
(6) 高

加熱

バッテリを不
くおそれがあ
さい。火花や
電、使用時は
タケーブルを
電解液（硫酸
負うおそれが
服に触れない
たときはすぐ
硫酸が目に入
医師の診断を
電解液が最低
バッテリは絶
するおそれが
電解液を規定
充しないでく
があります。

料の銘板 

ンジンを切り
料を補充してく
軽油以外は使用

ルトの注意銘
作中はベルト

温部の注意銘
熱部には近づ

不適切に取り
あります。電
や火気を近づ
は、十分換気
を使用すると
酸）によって
があります。
いようにして
ぐに大量の水
入ったときは
を受けてくだ
低液面（「LOW
絶対に使用し
があります。
定液面（「UPP
ください。電

 

り、スタータ
ください。 
用しないでく

銘板 
トから離れて

銘板 
づかないでく

扱った場合
電極を短絡し
づけないでく
気してくださ
ときは注意し
て失明したり

電解液が目
てください。
水で洗い流し
は、大量の水
ださい。 

WER」）を下
しないでくだ

 
PER」）より

電解液があふれ

タキーを抜い

ください。火気

てください。 

 

ださい。 

 

、破裂を招
ないでくだ
ださい。充
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てください。
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、皮膚、衣
万一付着し
てください。
ですすぎ、

回っている
さい。破裂

も上まで補
れるおそれ

 
てから、燃

気厳禁です。

 

 



 

安全に

(7) ファン
動作中

 
(8) スター

必ず運
動して

 
(9) ラジエ

ラジエ
タが高
い。 

 
(10) バッテ

 

注意：バッ
バッ
体の

に作業を

ンの注意銘板
中はファンか

ータの注意銘
運転席に座り
てください。

エータの注意
エータは高温
高温のときは

テリ廃棄の銘

ッテリの廃棄
ッテリをごみ
の法律に従っ

をするた

板 
から離れてくだ

銘板 
、キーを使用
 

意銘板 
温で加圧されて
は、キャップを

銘板 

棄 
み箱に入れない
って、リサイ

ために

ださい。 

 

用してエンジ

 

ています。ラ
を開けないで

 

いでください
クルしてくだ

ジンを始

ラジエー
でくださ

い。自治
ださい。 

•

-

-

-

-

-

-

注意銘板の保

銘板は常に
ことがない
汚れたとき
取ってくだ
銘板を破損
ご注文くだ
新しい銘板
さい。 
新しい銘板
銘板を接着
ださい。 
注意銘板を
注意銘板を

保守 

はっきりと見
ようにしてく
は、石けん水
さい。 
、紛失した場
さい。 
は、古い銘板

を貼り付ける
させ、気泡が

貼り付けた部
一緒に注文し

見えるように
ください。 
水で洗い、柔

場合は、新しい

板と同じ場所に

るときは、表面
がなくなるよ

部品を交換す
してください。

し、覆い隠さ

柔らかい布で

い銘板を販売

に貼り付けて

面をきれいに
うに押し付け

るときは、新
。 

27 

される

で拭き

売店に

てくだ

にして
けてく

新しい
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モア

(1) 

(2) 

安全に作

アデッキ 

高温部の注意

加熱部には近

 
危険銘板 

 
エンジンの作

作業をす

意銘板 

近づかないで

作動中は、刈

するため

でください。

刈刃から離れ

めに 

 
 

 

れてください。。 

(3) PT

エ

 
(4) 保

 
エ
守
 

TO の銘板 

ンジンの作動

守銘板 

ンジンを切り
、修理作業を

動中は、PTO 軸

り、スタータ
を行ってくだ

 
軸から離れて

 

タキーを抜い
ださい。 

てください。

 

てから、保



 

安全に

コレクタ

(1) 連結部

コンテ
てくだ

に作業を

タ 

部の注意銘板

テナのダンプ
ださい。 

をするた

板 

 
プ中はコレクタ

ために

タフレームかから離れ

(2

(3

2) 排出口の

石などの
おそれが
かないで

3) 保守銘板

エンジン
守、修理

銘板 

硬い物体がモ
あるため、モ

でください。 

板 

ンを切り、スタ
理作業を行って

カ

モアから排出
モアデッキの

タータキーを
てください。

バー・シリン

 
出され、ぶつ
の排出口には

 
を抜いてから

 

ンダ 
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つかる
は近づ

、保
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サービスと保証について 

保証 

 
この機械およびモアデッキの保証については、販売店にお問い合わせください。 
 
アフターサービス 

 
機械およびモアデッキの故障、質問については、販売店にご相談ください。その際は、機種名、製造番号をご連
絡ください。 
 
機械 

ロータリーモア本体 

①ロータリーモアのモデル名と製造番号 

 
 

 

 

 

 

 モアデッキ  

  ②モアデッキの名称と製造番号 

 

 

 

 

 

 コレクタ 

  ③コレクタの名称と製造番号                  

 

 

 

 

 
補修部品の供給年限について 

 
この製品の補修部品の供給年限については販売店にご相談ください。 
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仕様 

本機 
機種 GM121 備考 
寸法 全長 1770mm  

全幅 990mm  
全高 1220mm  

重量 燃料タンクが空の場合 330kg  
燃料タンクが満タンの場合 345kg  

エンジン 機種 E269-G  
型式 縦型水冷4サイクルディーゼル  
燃焼室 渦流室式  
気筒数 2  
総排気量 688cc  
出力（有効） 10.0kw (13.6ps) 2800min-1 (rpm)  

燃料 軽油  
燃料タンク容量 18.0リットル  
変速装置 主変速 HST（油圧トランスミッション）  

走行速度 前進 0～11km/時  
後進 0～6km/時  

軸距 1220mm  
輪距 前輪 767mm  

後輪 790mm  
駆動装置 2WD  
かじ取装置 マニュアルステアリング  
制動装置 湿式ディスクブレーキ  
ブレーキ数 1（差動装置前）  
タイヤサイズ 前輪 16×6.50-8  

後輪 20×8.00-10  
PTO ミッド 2367min-1（rpm）  
PTOクラッチ ベルトテンションクラッチ  
最低地上高 本機 135mm  

モアリフト 135mm  

モアデッキ 
型式 ロータリーモア  
切断幅 1016mm  
駆動方法 ユニバーサルジョイント  
刃数 2  
刃の重合部 60mm  
寸法 全長 770mm  

全幅 1070mm  
全高 445mm  

重量 デッキ 55kg  
連結部 3kg  

刈高さ調整1 ピンの差し替えにより7段階で調整可能  
刈高さ調整2 ダイヤルにより6段階で調整可能  
刈高さ1 ピンの差し替えにより30～120mm  
刈高さ2 ダイヤルにより30～90mm  

 



 

仕様 
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コレクタ 

型式 ダンプコレクタ 備考 
寸法 全長 1220mm 機械取付状態 

全幅 970mm 機械取付状態 

全高 990mm 機械取付状態 

重量 50kg  
コンテナ容量 320リットル  
ダンプ高さ 580mm  
ダンプ方法 油圧シリンダ  
気筒数 1  
ピストン・シリンダ 
直径×ストローク 20×40×150mm 

 

フルセンサシステム リミットスイッチ  
セーフティスイッチ数 1  
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各部のなまえ 

 

 
 

 
(1) シート 
(2) ハンドル 
(3) パーキングロックペダル 
(4) PTO レバー 
(5) コレクタダンプスイッチ 
(6) HST 前進ペダル 
(7) HST 後進ペダル 
(8) ブレーキペダル 
(9) スロットルレバー 
 

(10) シューター 
(11) ヘッドライト 
(12) 燃料タンクキャップ 
(13) クリーニングレバー 
(14) ボンネットロックレバー 
(15) モア昇降レバー 
(16) 高さ調整ダイヤル 
(17) 高さ調整インジケータ 
(18) 燃料計 
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制

制御

制御装

御盤 

装置、メメータ

(1) スター
(2) スロッ
(3) モニタ

4 

タ 

タスイッチ
トルレバー
ランプ 

6 

(4) PT
(5) ア
(6) ヘ

 

 

5 

TO レバー 
ワメータ 
ッドライトス

3 

スイッチ 

1 2 



 

制御装
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す。
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(1) スター
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た
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ます。 
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位置 
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バッテリが充電
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点灯しますが
消灯します。 
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(5) STA
 

て、エンジン回

「カメ」マー
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す。 

•
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重要 
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HST 後進

このペダル
後進速度は
よって加速
 

ロータリ
ら離れる
ください

 

 

その他
 
セーフテ

運転席、ブ
はそれぞれ
す。エンジ
め、運転席
を OFF（
 

セーフテ
しない場
停止しな

 
 
 
 
 
 

装置、メ

グロックペダ

ペタルを踏み
ブレーキペタ

 

ロックペタル
込む、ブレーキ

進ペダル 

ルを踏むと、
はペダルを踏
速、減速しま

進ペダル 

ルを踏むと、
はペダルを踏
速、減速しま

 注意
ーモアの点検
ときは、必ず

い。 

他の制御装

ィスイッチ 

ブレーキペダ
れセーフティ
ジンを始動す
席に座り、ブレ

）位置にし

 注意
ティスイッチ
場合、運転者が

い場合は、必

メータ 

ダル 

み込んだ状態で
ルに掛けると

ルを解除するに
キペタルを離

ロータリーモ
踏んで制御し、
す。 

ロータリーモ
踏んで制御し、
す。 

意 

検整備をおこ
ずモアデッキ

装置  

ダル、PTO レバ
スイッチが取

する前に、ボン
レーキを踏ん
してください。

意 

の故障によ
が運転席を離
必ず販売店に

で、ブレーキ
と、駐車する

には、ブレー
離すと解除で

モアが前進し
、ペダルを踏

モアが後進し
、ペダルを踏

こなったり、機
キを地面まで下

バー、ボンネ
取り付けられ
ンネットを確
だまま、PTO
。 

りエンジンが
離れてもエンジ
にご相談くだ

キロック
ることが 

ーキペタ
きます。 

します。
踏む力に

します。
踏む力に

機械か
下げて

ネットに
れていま
確実に閉
O レバー

が始動
ジンが
さい。

高
さ
ダ
く
ダ
高

ク

モ
す

ボ

ボ
ま

高さ調整ダイ

(
(2

高さ調整ダイ
さを調整しま
ダイヤルを前
くなります。
ダイヤルを後
高くなります

重要 

高さ調整ダイ
刈高さが均一
とゲージホイ

高さ調整ダイ
番上にしてく

モアデッキを
一番低い位置

クリーニング

モアのシュー
す。使用する
（73 ぺージ参

ボンネットロ

ボンネットロ
ます。（ 45 ペ

イヤル

1) 高さ調整ダ
2) 高さ調整イ

ヤルにより、
す。 

前方（ ）に
 

後方（ ）に
す。 

イヤルのみを
一ではなくな
イルを併用し

イヤルを回す
ください。 

を着脱すると
置（ ）まで回

グレバー 

ートに草が詰ま
場合は、エン

参照） 

ックレバー 

ックレバーは
ページ参照）

ダイヤル 
インジケータ

、モアデッキ

回すと、最低

に回すと、最

を使用する場
なります。高
してください

す前に、モア昇

ときは、高さ調
回してから行

まっている場
ンジンを停止

はボンネット
     

タ 

キの最低位置

低位置の高さ

最低位置の高

合、荒れ地で
さ調整ダイヤ
。 

昇降レバーを

調整ダイヤル
行ってくださ

場合に、使用
止してくださ

トの開閉に使

37 

 

置の高

が低

高さが

では
ヤル

を一

ルを
い。

しま
い。 

使用し
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作業前点検 

作業中の事故、故障を防ぐには、ロータリーモアを良好な状態で維持することが重要です。日常作業を開始する
前に、必ず以下の作業前チェックを行ってください。 
 

 警告 

点検前に、必ずロータリーモアを平坦で固い地面に駐車し、エンジンを止め、モアデッキを地面まで下げ、
スタータキーを抜き、駐車ブレーキを掛け、PTO レバーを OFF 位置にし、刈刃の回転が完全に停止したこ
とを確認してください。 
• 機械の重量バランスは、安全な作業の非常に重要な要素です。機械にキャビンなどの装備を取り付けるとき
は、機械のバランスについて販売店に問い合わせ、必ず指示に従ってください。 

 
 

点検項目 
 
1. 前回の作業でのすべての異常 
 
2. ロータリーモアの周りを歩きながら： 
 

• タイヤ空気圧 
• 外装部品（カバーなどの破損、変形） 
• オイル漏れ（エンジンオイル、トランスミッショ
ンオイル、燃料など） 

• 吸気口の点検、清掃 
• エンジンオイル量の点検 
• 冷却水量の点検 
• ファンベルトの点検 
• 燃料残量の点検 
• 燃料フィルタの点検 
• トランスミッションオイル量の点検 
• 前輪、後輪の締付ボルト、ナットの点検 
• ラジエータ、ラジエータスクリーンの清掃 
• 電気装置の点検 
• 刈刃の点検 
• カバーなどの外装部品の破損、変形の点検 
• モアのギヤケースからのオイルの漏れ 
• ゲージホイルの点検、清掃 
• ボルト、ナットの緩み、破損、紛失の点検 
• ピン、クリップの緩み、破損、紛失の点検 

 
3. 運転席に座りながら： 

• ブレーキの点検 
• シートの調節 

 
4. エンジンの始動後： 

• セーフティスイッチの操作の確認 
• ハンドルの操作の点検 

点検、保守方法 
 
「保守」の項を参照してください。 
 



 

運転

エンジ
 

• エンジン
点検表に

• 「安全に
示に従っ

• 機械、モ
さい。 

 

エンジ
 

換気が十
ジンを始
ださい。排
す。 

 

重要 

エンジン
り、ブレ
置（ ）
始動でき

(1) 運転席 
(2) PTO レ

 
1. ボンネ

ります。
2. PTO レ
3. ブレー
4. スター

を ON 位
ルプレ
します。

転のしか

ジンの始動

 注意
ンを始動する
に従って、作
に作業をする
ってください
モアデッキの

ジンの始動

 警告
十分でない閉
始動しないでく
排気ガスによ

ンを始動する前
レーキペダルを

にしてくださ
ません。 

レバー 

ットを確実に
。 
バーを OFF 位
キペダルを踏
タキーをスタ
位置（ ）に
ッシャランプ
。 

かた

動前 

意 

る前に、必ず
作業前点検を行
るために」に
い。 
の注意銘板の

動 

告 

め切った室
ください。必
より死亡に至

前に、正しい
を踏み、PTO
さい。さもな

(3) ブレー

(4) スロッ

に閉め、正しい

位置（ ）に
踏み込みます
タータスイッ
にします。チ
プの両方が点

57 ページの
行ってくださ
記載されてい

指示を守って

内では絶対に
必ず十分換気
至るおそれがあ

い姿勢で運転席
O レバーを O
ないと、エンジ

ーキペダル

ットルレバー

い姿勢で運転

にします。
す。 

チに差し込み
ャージランプ

点灯することを

の定期
さい。
いる指

てくだ

にエン
してく
ありま

席に座
OFF 位
ジンを

 

ー 

転席に座

み、キー
プ、オイ
を確認

モ

(1

5

(1

6

モニタランプ

1) オーバーヒ

5. スロットル
低速位置

1) スロットル

6. キーをグロ
ままで維持

重要 

グロー位置
ロープラグが
エンジンの始
てからやり直

プ 
ヒート警告 

ルレバーを
（ と ）

ルレバー  

ロー位置（ ）
持します。 

に 10 秒以上
が焼き切れる
始動に失敗し
直してくださ

(2) オイルプ

(3) チャージ

中速位置、す
の間に入れま

(A) 高速 

）にし、約 5

上入れないで
るおそれがあ
した場合は、
さい。 

プレッシャラン

ジランプ 

すなわち高速
ます。 

(B) 低速 

5～10 秒間、

でください。
ります。 
20 秒以上待

39 

 

ンプ

速と

 

その

グ

待っ



 

運

40 

(1) ス
(2) O
(3) O
 
7. ス

タ

 

重

ス
上入
場合
秒
と

 
8. エ

ら
に

 
9. チ

る
 
重

オ
す
チ

 
10. 

 

重

• エ
を
タ

• エ
時
れ

運転のし

スタータスイ

OFF 位置 
ON 位置 

スタータスイ
タータが作動

要 

タータスイッ
入れないでく
合は、スイッ
以上待ってか
、バッテリの

エンジンが始
ら手を離しま
に戻ります。

チャージラン
ることを確認

要 

イルプレッシ
ぐにエンジン
ェックしてく

エンジンが始
5 分以上アイ

要 

エンジンが始
を START 位置
タモータが破
エンジンオイ
時間が不十分
れずエンジン

しかた 

イッチ (4
(5
 

ッチを STAR
動してエンジ

ッチを STAR
ください。エ
ッチを STOP
からやり直し
の放電が早ま

始動したらす
ます。スイッチ

 

ンプ、オイルプ
認します。 

シャランプが
ンを停止し、
ください（43

始動したら、
イドリングし

始動したら、絶
置（ ）にし

破損します。 
イルの粘度が高
分な場合エン
ンの寿命が短

4) グロー位置

5) START 位

RT 位置（ ）
ンが始動しま

RT 位置（ ）
ンジンの始動
P（ ）位置
してください
まります。 

ぐに、スター
チが自動的に

プレッシャラ

が点灯したまま
エンジン潤滑

3 ページを参

エンジンを
ます。 

絶対にスター
しないでくだ

高いため、ア
ジンの潤滑が
くなります。

置 
置 

にすると、ス
ます。 

）に 10 秒以
動に失敗した
置に戻し、20
い。さもない

ータスイッチか
にON位置（ ）

ランプが消灯す

まの場合は、
滑システムを
参照）。 

中速位置で

ータスイッチ
さい。スター

アイドリング
が十分に行わ

 

 

ス

以
た
0
い

か
）

す

を

チ
ー

グ
わ

 
注意

暖機の

気温

0℃超

0℃
-10℃
-20℃

 

 

エン
1. スロ

ンを

(1) スロ
 

(1) ブ

の基準と気温

温 
超 
～-10℃ 
℃～-20℃ 
℃未満 

ンジンの停
ロットルレバ
を減速します

ロットルレバ

レーキペダル

温の関係： 

必要な暖

5～10分 
10～20分
20～30分
30分超 

停止 
ーを低速位置
。 

バー 

ル  (2) パー

暖機時間 

分 
分 

置（ ）に

ーキングロッ

 

してエンジ

ックペダル



 

運転の

機械を平
たはパー
ることを

 
2. スター

ンを停止
 
重要 

• 高速で動
意に停止

• 長時間の
ングして
ンジンを
により焼

 
3. スター

ぶせます

(1) 
 

機械から
供や許可
にスター

のしかた

 注意
平坦で固い地面
ーキングロッ
確認してくだ

タスイッチを
止します。 

動作している
止しないでく
の運転後は約
てから、エン
を不意に停止
焼付きが生じ

タキーを抜き
す。 

スタータスイ

 注意
離れるときは

可を得ていな
ータキーを抜い

た 

意 

面に駐車し、
クペダルが確
ださい。 

を STOP（ ）

るときは、エ
ください。 
約 5 分間、エ
ンジンを停止
止させた場合
じるおそれが

き、キー穴にキ

イッチ  (2

意 

は、必ずエン
い人が機械
いてください

ブレーキペダ
確実に掛かっ

）位置にして

ンジンを絶対

エンジンをアイ
止してください
合、オーバー
あります。

キャップを確

2) STOP 位置

ンジンを停止
を始動しない

い。 

ダルま
ってい

てエンジ

対に不

イドリ
い。エ
ヒート

確実にか

 

置 

し、子
いよう

走

1

2

3

4

走行 

• 機械の操作
害物のない
御装置の機

• 機械の転倒
溝、土手、
などがない
い。 

. エンジンを
動」を参照

2. 昇降レバー
起こします

モアデッキを
が石や切り株
招くおそれが

3. 駐車ブレー
除します。

4. スロットル
を加速しま

重要 

機械の前進
の安全を確認

• 高速走行時
い。非常に

• 傾斜地で絶
リーモアが
徐々に速度
ください。

注意 

作を十分に理
い見通しの良
機能を確認して
倒、横滑りなど

段差、坂、
いか、事前に

を始動します
照）。 
ーを引いて（
す。 

注意 

を上げずに高
株にぶつかり
があります。

ーキまたはブ
 

ルレバーを高
ます。 

を開始する前
認してくださ

警告 

時は不意にハ
に危険です。 
絶対に急旋回
が転倒したり
度を落としゆ

 

理解する前に、
良い場所で必ず
てください。
どの事故を防
傾斜、軟弱地
圃場をチェ

す（39 ページ

（ ）、モアデ

高速走行を開
り機械の故障

 

ブレーキペダル

高速位置（ ）

前に機械の前
さい。 

ハンドルを切

しないでくだ
落下したり
っくりとハン

、広く平坦な
ず運転し、各

 
防ぐため、隆
地盤、水たま
ックしてくだ

ジ「エンジンの

デッキを地面か

始すると、刈
障や重大事故

ルのロックを

にしてエン

前方および周

らないでくだ

ださい。ロー
しないように
ンドルを切っ

41 

な障
各制

起、
まり
ださ

の始

から

刈刃
故を

を解

ンジン

周囲

ださ

ータ
に、
って



 

運

42 

 
5. H

ゆ
6. ロ

ル
し

 

• H
リ

• 走
に

• 後
く

• ハ
た

運転のし

HST 前進ペダ
ゆっくりと走
ロータリーモ
ルを軽く踏む
し始めます。

 注
HST ペダルを
リーモアが急
走行方向を変
に停止してく
後進時はロー
ください。 
ハンドルを大
たりすると、

しかた 

(1) ハンド
(2) HST 前進
(3) HST 後進

ダルを軽く踏
走行し始めま
モアを後進さ
むとロータリ

 

注意 

を不意に踏ま
急発進し非常に
変える前にロー
ださい。 

ータリーモアの

大きく操作し
HST の寿命

ル 
進ペダル 
進ペダル 

踏むと、ロータ
す。 
せるときは、
ーモアがゆっ

ないでくださ
に危険です。
ータリーモア

の後方の安全

たり、急発進
が短くなりま

タリーモアが

HST 後進ペダ
っくりと後進

さい。ロータ
 

アを必ず完全

全を確認して

進、急停止し
ます。 

 

が

ダ
進

タ

全

て

し

停止
 
1. HST
2. スロ

ンを
3. ブレ
 

ロータ
キが確

 
4. 昇降

下げ
 

思わぬ
ときは
い。

 
 
この
 
1. PTO
2. トラ

方へ
3. パー
4. この
 

このロ
ません

 
 
 
 
 
 
 
 
 

止 
T ペダルから
ロットルレバ
を減速します
レーキペダル

 注意
タリーモアを
確実に掛かっ

降レバーを下
げます。 

 注意
ぬ事故を防ぐ
は確実にモア

の機械を手

O レバーをＯ
ランスミッシ
へ９０°回し
ーキングロッ
の機械を手で

 注意
ロータリーモ
んので、けん

足を離します
ーを低速（
。 
を踏み駐車ブ

意 

を平坦な地面に
ていることを

にして（ ）

意 

ぐため、ロータ
アデッキを地

手で押す

ＦＦにし、エ
ョンのアンロ
ます。 
クペダルを解
ゆっくりと押

意 

モアには、専用
ん引は禁止です

す。 
）位置に

ブレーキを掛

に駐車し、駐
を確認してく

モアデッキ

タリーモアを
地面まで下げ

す方法 
エンジンを停
ロードバルブ

解除します。
押します。 

用のけん引部
す。 

してエンジ

掛けます。 

駐車ブレー
ください。

を地面まで

を停止する
げてくださ

停止します。
ブを本機前

 

部品があり



 

ロー

以下にお客
す。本書に
販売店に点
 

ロータリ
きは、 
• 平坦で固
• エンジン
い。 

• パーキン
い。 

• 昇降レバ
ください

• PTO レバ
• エンジン
検整備を
置いて事
してくだ

 

エンジ
 
1. エンジ

ルゲー

2. オイルゲ

3. オイルゲ

4. オイルゲ
と下限

 

ータリー

客様が行うこ
に記載されて
点検整備をご

 警告
ーモアのグリ

固い地面の上
ンを停止しス

ングロックペ

バーを下にし
い。 
バーを OFF
ンが十分に冷
を行ってくだ
事前に安全を
ださい。 

ジンオイル

ンの右側にあ
ジ）を引き抜

ゲージの端を

ゲージをエン

ゲージをもう
の間にあるこ

(1) エンジン

ーモア

とができる保
ていない異常や
ご依頼ください

告 

リスアップ、

上で行ってく
スタータキー

ペダルを確実

して（ ）モア

位置（ ）
冷えてからロ
ださい。これ
を確認してか

ル量 
あるエンジン
抜きます。 

を乾いた布で

ンジンに確実

う一度引き抜
ことを確認し

ン  (2) 検

アの保

保守項目を説
や問題につい
い。 

点検整備を行

ださい。 
ーを抜いてく

実に掛けてく

アを地面まで下

にしてくださ
ータリーモア

れらの項目を念
から保守作業を

ンの検油ゲージ

で拭きます。

実に差し込みま

抜き、オイル量
します。 

油ゲージ 

保守・

説明しま
いては、

行うと

くださ

くださ

下げて

さい。
アの点
念頭に
を開始

ジ（オイ

ます。 

量が上限

 

5

点検

(1) 検

(1)

5. オイル量が
からエンジ
補充します
張って外し

エンジンを停
チェックして
が高温のため
た、オイルが
す。 

重要 

• 異なるオイ
なるオイル
します。

• オイル量が
オイル量が
します。

• API規格の
品質のオイ

• 気温に応じ
さい。 

・調整

検油ゲージ 

エンジン  

が下限よりも
ジン内のオイ
す。エンジン
してください

注意 

停止し 5 分
てください。
め、ヤケドを
がオイルパン

イルを絶対に
ルを追加する

が上限を超え
が多すぎると

グレードがS
イルを使用し
じて適切な粘

整 

(2) 上限 (

(2) 注油キ

も低い場合、エ
ルと同じオイ

ンの注油キャ
い。 

分以上待ってか
運転直後は

をするおそれ
ンに戻るには時

補充しないで
と元のオイル

ないように
エンジンの故

SAE10W-30
てください。

粘度のオイルを

(3) 下限 

キャップ 

エンジンの注
イルを上限ま
ップを上に引

からオイル量
エンジンオイ
があります。
時間がかかり

でください。
ルの品質が劣

してください
故障を引き起

0 CC等級以上
 

を使用してく
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注油口
まで
引っ

量を
イル

ま
りま

異
劣化

い。
起こ

上の

くだ
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ト
 
オイ

 
1. 左

2. H
チ

(1)

 
3. オ

(1) H
(2) 上
 
4. オ

ラ
H

ータリ

ランスミ

イルチェック

左側フェンダ

HST の手前に
チェックしま

) フェンダー
     

オイル量 

HST オイルタ

上限 

オイル量が足
ランスミッシ
HST オイル：

単粘度 

多粘度 

ーモア

ミッショ

ク 

ダー内側のサ

にある HST オ
ます。 

ー内サイドカバ
     

タンク (3) 下
(4) オ

足りない場合
ションオイル
：油圧作動油

の保守

ンオイル

イドカバーを

オイルタンク

バー   (2)
     

下限 
オイルタンク

検油ゲージの
を注ぎます。

油 ISO VG32 –

守・点検

ル量 

を外します。

のオイル量を

) HST オイル
タンク 

クのキャップ

の上限までト
 

– VG46 使用

検・調整

 

 

を

 
ル 

 

ト

必ずオ
ンダ内
 

 
重要

トラン
ション
どの異
てくだ

整 

 注意
オイルタンク
内サイドカバ

ンスミッシ
ン（HST）の
異物がオイル
ださい。 

意 

のキャップを
バーを取り付け

ョンオイル
オイルと共通

ルに混ざらな

を閉めた状態
けてください

は油圧トラ
通です。ホコ
ないように十

 

態で、フェ
い。 

ンスミッ
コリ、水な
十分注意し
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冷却水量 
 

 警告 

運転中や運転直後は、絶対にラジエータキャップを
外さないでください。ラジエータ内の水は非常に高
温で、加圧されているため、ヤケドを負うおそれが
あります。エンジンが十分に冷えてから冷却水量を
点検してください。 

 
1. ボンネットを開きます。  

 

(1) ボンネット  (2) ボンネットのロック 

 
ボンネットのロックを矢印の方向に引きもう一方の手
でボンネットの支持側を開きます。 

 
ボンネットを開きラジエータキャップを取り外します。
水量がフィラーネックの底部まであることを確認しま
す。水量がこれよりも低い場合は規定レベルまで水を
補充します。 
 

 注意 

ラジエータキャップを確実に締めてください。熱湯
がキャップから噴き出すおそれがあり、非常に危険
です。 

  

フィラーネックの底部 
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燃料残量 
 
フェンダーパネルの左側にある燃料計で燃料残量を確
認してください。 
 
「F」の文字は上限を表します。 
「E」の文字は下限を表します。 
 
燃料の補充は必要に応じて運転前に行ってください。 
 

燃料容量：  18.0 リットル 
 

 危険 

燃料を補充するときは以下の項目に従ってくださ
い。さもないと、火災を招くおそれがあります。 
• 燃料を補充する前に、必ずエンジンを停止し、エ
ンジン、加熱部が十分に冷えるまで待ってくださ
い。 

• 火花、火気などを燃料タンクに近づけないでくだ
さい。 

• 喫煙しないでください。 
• こぼれた燃料はすぐに拭き取ってください。 

 
(1) 燃料計  (2) 給油口 

エアクリーナ 
 
1. エアクリーナはラバーバンドでエンジンに固定さ

れています。このバンドを外しエアクリーナを手で
取り外します。 

 
(1) エアクリーナ  (2) ラバーバンド 

 
2. バキュームバルブを取り外し内部にたまったホコ

リを排出します。ホコリが湿っている場合は乾いた
布で拭き取ってください。 

 
(1) バキュームバルブ  (2) エレメント 

 
3. フックを取り外します。エレメントをエアクリーナ

から引き出します。 

4. 片手で持ち軽くたたいてホコリを取り除きます。 

5. たたいただけではエレメントがきれいにならない
場合は、圧縮空気でホコリを吹き飛ばしてください。
エレメントの内側から外側に圧縮空気を吹き付け
てください。 

6. 圧縮空気を吹き付けただけではエレメントが十分
にきれいにならない場合は、中性洗剤に 30 分ほど
浸してから、真水で洗い流してください。その後常
温で乾かします。  



 

ロータ

7. 清掃後取
けます。

 
重要 

• エレメン
つけない

• 破損した
さい。 

• 絶対にエ
ンジンを
の原因に

 

燃料フ

(1) フェン
 
1. 燃料フ

ルタを点

2. フィル
かフィル

3. ゴミや水
を取り外
清掃し
水が大量
にエレ

4. 燃料フ
ように十

5. スター
動してエ
必要は

 

燃料ホ
 
燃料ホース
ごとにチェ
場合は新し

タリーモ

取り外しと逆
。 

ントをコンク
いでください
たエレメント

エアクリーナ
を始動しない
になります。

フィルタ 

ンダー内サイ

ィルタはフェ
点検するとき

タカップの底
ルタを確認し

水が底にたま
外し燃料フィ
ます。エレメ
量にたまって
メントを交換

ィルタを取り
十分注意して

タスイッチを
エア抜きを行
ありません。

ホースの点

スは、ひび割
ェックしてく
しいホースに

モアの保

逆の順番でエ

クリート壁な
い。 
トは新しいも

ナエレメント
いでください

 

ドカバー  

ェンダーの左
きは、サイド

底にゴミや水
します。 

まっている場
ィルタカップ
メントは洗浄
ている場合、ま
換してくださ

り付けるとき
てください。

を ON 位置に
行います。（エ
） 

点検 
割れや燃料漏れ

ださい。ホー
に交換してくだ

保守・点

エレメントを取

などの硬い物体

のに交換して

を取り付けず
い。エンジンの

(2) 燃料フ

左下にあります
ドカバーを外

水がたまってい

場合は、燃料フ
プから燃料を排
できません。
または 300 時
い。 

は、燃料が漏
 

にし、燃料ポン
エンジンを始

れがないか 1
ースが破損し
ださい。 

点検・調

取り付

体にぶ

てくだ

ずにエ
の故障

 

ィルタ 

す。フィ
します。 

いない

フィルタ
排出し
ゴミや

時間ごと

漏れない

ンプを作
始動する

100 時間
している

フ

フ
ム
無

ベ
間
ま

ベ
従

1

2

3

調整 

ファンベ

• ファンベル
を止めスタ

• ヤケドを防
冷ましてく

ファンベルト
ムの右下から
無をチェック

ベルトのオル
間点を 10kgf
ます。たわみ

(1) ファン

(2) クラン

(3) オルタ

ベルトのたわ
従って修正し

. オルタネー

2. オルタネー
くします。
りながら、

3. ベルトのた
認します。
確実に締め

重要 

ベルトの不具
をご依頼くだ

ベルト 

警告 

ルトをチェッ
タータキーを抜
防ぐためエン
ださい。 

は、ボンネッ
確認できます
してください

ルタネータとク
の力で指で押

み量が約 10mm

ベルト 
クシャフトプ

ネータ 

わみ量が不適
してください。

ータの固定ボ

ータを外側に
固定ボルトを
ボルトを調

たわみ量をチ
適切な場合

めます。 

具合が見つか
ださい。 

クする前に、
抜いてくださ

ンジン、アクセ

ットを開ける
す。ベルトの
い。 

クランクシャ
押し下げ、た
m であれば張

(4)
プーリ (5)

 

適切な場合は
。 

ボルト、調整ボ

に引っ張りベル
を締めオルタ

調整します。 

チェックして張
合は固定ボル

かった場合は

、必ずエンジ
さい。 
セサリを十分

るとエンジン
の張り、損傷

ャフトプーリ
たわみ量を確
張りは適切で

) 固定ボルト

) 調整ボルト

は、以下の手

ボルトを緩め

ルトの張りを
タネータを引

張りが適切か
ト、調整ボル

、販売店に交
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ジン

分に

ンルー
傷の有

の中
確認し
です。 

 

 
 

順に

めます。 

を強
っ張

か確
ルトを

交換



 

ロ
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ミ
 
長期
張り
前に
てく
低下
 

ミ
て

 
1. ボ

2. ミ
プ
で
0

 
3. ス

を
ル
に

ータリ

ッド PT
期間運転すると
が弱くなり、

にベルトの張り
ださい。ベル

下だけでなくベ

 警
ッドPTOの点
ください。ヤ

ボンネットを

ミッド PTO レ
プリングが適
でのスプリン
0.5mm です。

(1) レバ

スプリングが
を緩め、スプ
ルトを回しま
に締めてくだ

(1) 調整

ーモア

TO の保守

と、ミッド PT
、ベルトの調
りを点検し、
ルトが緩い状
ベルトの損傷

警告 

点検は、エン
ヤケドを負う

を開きます。 

レバーを「O
適切に伸びる
ングコイル間

 

バーを「ON」

が十分に伸び
プリングの伸び
ます。調整後は
ださい。 

整ボルト  

の保守

守 
TO ベルトが伸

調整が必要にな
必要な場合は

状態で運転を行
傷の原因にもな

ジンが冷えた
おそれがあ

N」位置にし
か確認します

間の適切なク

位置にしま

ない場合は、
びが適正にな
は必ずロック

(2) ロックナ

守・点検

伸び、ベルト
なります。運転
は張りを調整
行うと、効率
なります。 

た状態で行っ
ります。 

し、クラッチス
す。伸びた状態
リアランスは

ます。 

ロックナッ
なるまで調整ボ
クナットを確実

ナット 

検・調整

の
転
し
の

っ

ス
態
は

 

ト
ボ
実

 

重要

• ベル
いベ

• 必ず

 

ブレ

(1) スプ
クリ

(2) ブレ
(3) スト

 
1. ブレ

⑥を
0.3 m
ます

2. ブレ
を適

 

HST

長時間
て、機
なるな
非常に

 
重要

• HST
に修

• HST
必要  

整 

ルトが伸びす
ベルトに交換
ず以下の純正ベ

レーキの調

プリングコイ
リアランス 
レーキペダル
トッパ 

レーキペダル
を掛け、スプ

mm になるよ
す。 

レーキケーブ
適切に締めま

T の中立

 警告
間使用すると
機械の停止や
など、さまざ
に危険です。

T ユニットが
修理をご依頼
T ユニットの
要があります。

ぎたり破損し
してください
ベルトを使用

調整 

ルの (4) ブ

ル (5) ロ
(6) パ

ペ

②を踏み、パ
リングコイル

ようにブレー

ル④を調整し
す。 

位置 

告 

、HST ユニッ
前進と後進の
まな問題が発
 

正常に動作し
ください。 
中立位置の調
。 

している場合
い。 
用してくださ

ブレーキケー

ロックナット
パーキングロ
ペダル 

パーキングロ
ル①のクリア
キケーブル④

したら、ロッ

ットの中立位
の切り替えが
発生するおそ

しない場合は

調整は、販売

合は、新し

い。 

ーブル 

ト 
ロック 

ックペダル
アランスが
④を調整し

クナット⑤

位置がずれ
ができなく
それがあり

は、販売店

売店が行う
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速度の調整 
 
重要 

速度の調整が必要な場合は、販売店に修理をご依頼
ください。 

最大走行速度 
前進： 11km/h 
後進： 6km/h 

 
重要 

PTO を入れた状態でロータリーモアを後進した場
合、後進速度は 1 km/h に制限されます。 

 

 注意 

安全に作業するために、最大後進速度が毎時 6km
以上になった場合は調整してください。 

 

ホイール締付ボルトの点検 
 
ホイール締付ボルトに緩みがないか確認します。緩ん
でいるボルトはすべて、規定レベルまで締め付けてく
ださい。 

 
(1) 後輪  (2) ボルト／M12×25 

 
規定の締付トルク： 
後輪： 79.4～93.1 N·m 
 810～950 kgf·cm 

バッテリ 
 

 危険 

• バッテリにより爆発性ガスが発生します。喫煙を
せず、火花や火気をバッテリに近づけないでくだ
さい。できるだけ早く爆発性ガスを消散させるた
め、バッテリの充電は十分換気された場所で行っ
てください。 

• バッテリ液は腐食性が高く、ヤケドの原因になり
ます。皮膚や衣服に飛び散ったときは、すぐに洗
い流してください。酸が目に付着したときは、す
ぐに水で洗い流し、医師の診断を受けてください。

• ブースタケーブルを使用するときは、十分な安全
対策を講じてください。 

 
■ 電解液量の点検 
 
バッテリは機械のラジエータの後部に取り付けられて
います。電解液量が上限と下限の間にあるか確認して
ください。液量が下限付近または下限を下回っている
ときは、上限まで蒸留水を追加してください。 
  



 

ロ
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電解
した
の劣
な

 

 
重

電解
ます
品

 
■ バ

• バ
• バ
締
お

• バ
し
て

• バ
じ
L

 
1. 気

た
で

2. バ
ま

3. 長
外
て

ータリ

 警
解液量が下限
たり充電した
劣化により、
ります。 

(1) バッテ
(2) 上限 

要 

解液量は、上
す。液量が多
の腐食の原因

バッテリの取

 警
バッテリ端子
バッテリから
締めてくださ
おそれがあり
バッテリを外
し、接続する
てください。
バッテリを交
じ容量のバッ
L）。 

気温が下がる
ため、冬季の
です。 

バッテリは使
または 2カ月

長期間使用し
外し、直射日
てください。

ーモア

警告 

限よりも低い
たりしないで
バッテリが

テリ (3
(4

上限と下限の
多すぎると、
因になります

取り扱い 

警告 

子を正しく接続
らの配線をきれ
さい。配線の汚
ます。 

外すときは負
るときは正極

 
交換するとき
ッテリを使用

るとバッテリ
バッテリの点

使用していな
に 1度、最大

しない場合は
光の当たらな
 

の保守

い状態でバッ
でください。ケ
が爆発したり、

3) 下限 
4) フィラープ

間で維持する
電解液があふ

す。 

続してくださ
れいに保ち、
汚れや緩みは

負極ケーブル
ケーブルを最

は、現在のバ
用してくださ

の性能も低下
点検整備は特

くても放電す
大限まで充電

、バッテリを
ない乾燥した

守・点検

ッテリを使用
ケーシング内
、寿命が短く

プラグ 

る必要があり
ふれ、他の部

さい。 
コネクタを

は火災を招く

ルを最初に外
最初に接続し

バッテリと同
い（44B 19

下します。その
特に注意が必要

するため、毎月
してください

を機械から取
た場所で保管

検・調整

用
内
く

 

り
部

を
く

外
し

同
9 

の
要

月
い。 

り
し

 
重要

バッテ
リの寿

 
注意

バッテ
法律に

 
重要

ロータ
バッテ
モアを
ナス端
初めて
リの充
電圧の
いるか
月以上
い。バ
外して

 
注意

バッテ
法律に

 

タイ
タイヤ
の性能
下振動
くなり
 

GM
前

後

 

整 

テリの急速充
寿命が短くな

テリをごみ箱
に従ってリサ

タリーモアを
テリが自然放
を 1 カ月以上
端子を外して
てまたは長期
充電量が十分
の測定が可能
か確認してく
上保管すると
バッテリを充
てください。

テリをごみ箱
に従ってリサ

ヤ空気圧
空気圧が不適
に悪影響を及
が大きくなり
、出力損失を

121 タイ

前輪 16 
輪 20 

充電は行わない
なります。 

箱に入れないで
サイクルして

を運転せず
放電します（特
上保管する場合
てください。 
期保管後に運転
分か確認して
能な場合は、電

ださい。）ロ
きは、バッテ

充電するときは
 

箱に入れないで
サイクルして

圧 
適切な場合、
及ぼします。
り、低すぎる
を引き起こし

イヤサイズ 

× 6.50 - 8 
× 8.00 - 10 

いでください

でください。
ください。 

に長期間保
特に冬季）。ロ
合は、バッテ

転するときは
ください。
電圧が 12.5V
ロータリーモ
テリを充電し
は、フィラー

でください。
ください。 

タイヤが摩耗
空気圧が高す

ると走行時の抵
します。 

空

190
 170

 

い。バッテ

自治体の

管すると
ロータリー
テリのマイ

は、バッテ
（バッテリ
V を超えて
モアを 6 カ
してくださ
ープラグを

自治体の

耗し、機械
すぎると上
抵抗が大き

気圧 

0kPa 
0kPa 

 



 

ロータ

• タイヤ空
い。空気
事故を招

• タイヤの
タイヤを
るおそれ

• タイヤ、
販売店に
ヤの取り
す。 

 

ハンド
 
ハンドルを
回るか確認
 
タイヤのト
してくださ
の操縦が不
やすくなっ
 
トーイン
 

 

ハンドル
場合は、
の補正に

 

タリーモ

 警告
空気圧を本書
気圧が高すぎ
招くおそれが
のコードまで
を使用しない
れがあります
、チューブ、
にご相談くだ
り扱いに詳し

ドルの点検

を左右に軽く
認してくださ

トーインが適
さい。トーイ
不安定になり
ったり、ハン

（b-a）は 2～

 注意
ルやタイヤの
販売店に補正
は専用工具と

モアの保

告 

書の規定値に
ぎると、タイ
があります。 
で届く切れ目
いでください
す。 

リムの交換
ださい。この
しい整備工が

検 
回して、ハン
い。 

適切に設定され
ンの設定が不
、左右いずれ

ンドルが不意に

～6mm でなけ

意 

トーインで異
正をご依頼く
と特別な研修

保守・点

に設定してく
ヤが爆発し、

やひび割れが
い。タイヤが爆

換が必要なとき
の作業は、特に
が行う必要があ

ンドルがスム

れていること
不適切な場合
れかの方向に
に回ったりし

ればなりませ

 

異常が見つか
ださい。ハ

修が必要です

点検・調

くださ
、重大

がある
爆発す

きは、
にタイ
ありま

ムーズに

とを確認
合、機械
に曲がり
します。 

せん。 

かった
ンドル
。 

エ

1

2

3

4

5

調整 

エンジン

重要 

• エンジンオ
ルと交換し
ると、エン

• 最初の交換
後は 150 時
オイルを交
で固い地面
ドレンはエ
タリーモア

. オイルドレ
たオイルを

2. 事前にエン
め、粘度を
さい。 

(1) オ

3. ドレンプラ
排出します

4. 使用済みの
ラグを元に

5. 注油キャッ
し、新しい
します。指
 
 
 
 
 
 
 

ンオイル

オイルは、運
してください
ンジンの故障
換は運転開始か
時間ごとに交
交換するとき
面に駐車して
エンジンオイ
アの左側から確

レンの下にト
を受け止めま

ンジンを 10 分
を下げて完全に

オイルパン 

ラグを外して
す。 

のオイルが完
に戻します。

ップをシリン
いエンジンオイ
指定のオイル

の交換 

運転時間に応
い。古いオイル
を引き起こし
から 50 時間

交換してくだ
は、ロータ
ください。エ
ルパンの底部
確認できます

トレイなどを置
ます。 

分程度暖機し
に排出できる

 (2) ドレン

て、使用済みの

完全に排出され
 

ンダヘッドの上
イルをオイル

ルを必ず使用

じて新しいオ
ルを使用し続
します。 
間後に行い、そ
さい。エンジ
リーモアを平
エンジンオイ
部にあり、ロ
す。 

置いて、排出

して、オイル
るようにして

ンプラグ 

のオイルを完

れたら、ドレ

上部から取り
ル注油口から
してください
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オイ
続け

その
ジン
平坦
イル
ロー

出され

を温
てくだ

 

完全に

レンプ

り外
注入

い。 
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6. エ

ら

7. そ
パ
限
低

 
重

絶対
ン

 
8. 

な
 

エ
 
重

• エ
5
て

• エ
店
用
外
だ

 
1. 

オ

2. フ
タ
く
ロ

エン
プを
して

ータリ

(1) エ

エンジン

エンジンオイ
らくの間アイ

その後エンジ
パンに落ちる
限にあるかチ
低い場合は、

要 

対に上限より
の故障を招く

ドレンプラグ
ないことを確

ンジンオ

要 

エンジンオイ
0 時間後に行

てください。
エンジンオイ
店に依頼する
用工具が必要
外の選択肢が
ださい。 

「エンジンオ
オイルを完全

フィルタを交
タの下にオイ
ください。エ
ロックの右側

ンジンの注油
を上に引っ張
てください。 

ーモア

ンジン  (2

ンオイル容量

イルの交換後
イドリングし

ジンを停止し
るまで待ちま
チェックしま
上限まで補

り上に注入し
くおそれがあ

グ、オイルフィ
確認します。 

オイルフ

イルフィルタの
行い、その後は

 
イルフィルタ
ることを推奨
要です。自身
がない場合は

オイルの交換
全に排出しま

交換するとき
イルを受ける
エンジンオイ
側にあります

油キャッ
張って外

の保守

2) 注油キャ

：  2.2 リ

、エンジンを
ます。 

、エンジンオ
す。オイル量
す。オイル量
充してくださ

しないでくだ
あります。 

ィルタからの

フィルタの

の交換は最初
は 300 時間ご

を交換する場
します。この
でフィルタを
、以下の指示

」の指示に従
す。 

は、エンジン
ためのぼろき
ルフィルタは
。 

守・点検

ップ 

ットル 

を始動し、し

オイルがオイル
量を確認し、上
量が上限より
さい。 

さい。エンジ

のオイル漏れが

の交換

初の運転から
ごとに交換し

場合は、販売
の作業には専
を交換する以
示を守ってく

従ってエンジ

ンオイルフィル
きれを置いて
はシリンダブ

検・調整

 

ば

ル
上
も

ジ

が

ら
し

売
専
以
く

ン

ル
て
ブ

 
3. フィ

す。

4. O リ
取り
触す
ンチ

5. 「エ
しま

 

トラ
 
重要

• トラ
ら 50
して

• HST
場合

• HST
フィ

 
 

トラン

トラン
相談く
 
エア抜

HST オ
 
1. オイ

2. 機械
を床

3. エン

4. 前進

整 

(1) エ

ィルタレンチ
 

リングに新し
り付けます。パ
するまでフィ
チでねじを 2/

エンジンオイ
ます。 

ンスミッ

ランスミッシ
0 時間後に行

てください。
T、トランス
合は、販売店に
T とトランス
スと連結され

ンスミッショ

スミッション
ださい。 

抜き

オイルの交換後

イル量をチェ

械の駆動軸を
床から離しま

ンジンを始動

進ペダルと後

ンジンオイル

を使用してフ

いオイルを塗
パッキンがエ
ルタを締め込
3 回転させ締

ルの交換」を

ッション

ョンオイルの
行い、その後は

ミッションオ
にご相談くだ
ミッションの
れています。

ンオイルの交

ンの交換が必

後は必ずエア

ックします。

ジャッキスタ
す。 

しアイドリン

進ペダルを交

ルフィルタ 

フィルタを緩

塗り、新しい
エンジンのシ
込み、さらに
締め込みます

を参照してオ

ンオイル

の交換は最初
は 300 時間ご

オイルの交換
ださい。 
のオイルタン

 

交換 

必要な場合は販

ア抜きを行っ

 

タンドの上に

ングします。

交互に踏みま

緩め、外しま

フィルタを
ール面に接
フィルタレ
。 

イルを注入

ルの交換

初の運転か
ごとに交換

換が必要な

ンクはオリ

販売店にご

てください。

に載せ車輪

 

ます。 
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5. 機械が移動を開始したらエンジン回転数を上げま
す。 

6. トランスアクスルが完全に応答するまで急発進、急
停止を繰り返します。 

7. ジャッキスタンドを外して、機械の車輪を床につけ
ます。 

8. オイル量を再チェックし補充します。 
 
重要 

トランスミッションオイルは油圧トランスミッ
ション（HST）のオイルと共通です。ホコリ、水な
どの異物がオイルに混ざらないように十分注意し
てください。 

 

 

エアクリーナエレメントの交換 
 
エアクリーナは、ロータリーモアのボンネットを開け
て、エアクリーナエレメントを交換します。 
 
1. エアクリーナエレメントを取り外すには、①クリッ

プを外し、②カバーASSY を取り外してください。 

2. エアクリーナ本体から③エレメントを引き出しま
す。エアクリーナ内部の汚れを清掃してください。 

3. 新しいエレメントをエアクリーナ本体に挿入し、エ
レメントの端部がエアクリーナ内部に接触するま
で差し込んでください。 

 

 

 

重要 

エレメントを固いもので、または手に乗せて絶対にた
たかないでください。エレメントレのＹ端部シールの
へこみは、破損の原因になります。 

 
 
重要 

エレメントとエアクリーナ本体との間に十分な密着が
得られない場合は、エンジンの重大な損傷が発生する
恐れがあります。 
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吸
 
重

• 吸
冷
原
運

• 枯
き
し

 
1. 吸

布
 

 

ラ
 

ータリ

気口の点

要 

吸気口にゴミ
冷却効率が下
原因になりま
運転後に確認
枯れ草を刈っ
きは、詰まり
してください

吸気口のスク
布などを使用

(

ジエータ

(1) ラジエー

ーモア

点検、清

やホコリが詰
下がり、エン
ます。吸気口の
認してください
ったりホコリの
を防ぐため

い。 

クリーンはハ
用してホコリ

1) 吸気口の

タの清掃

ータ  (2) ラ

の保守

清掃 

詰まると、ラ
ジンのオーバ
の詰まりがな
い。 
の多い場所で
1 日に数回吸

ンドルの下に
を払ってくだ

スクリーン 

掃 

ラジエータス

守・点検

ラジエータの
バーヒートの
ないか、毎日

で運転すると
吸気口を確認

にあります。
ださい。 

スクリーン 

検・調整

の
の
日

と
認

 

 

 

 
重要

• ラジ
リが
エン
ジエ
か毎

• 枯れ
きは
クリ

 
ラジエ
ン②は
 
1. ラジ

2. 柔ら
を払

3. 圧縮
エー

4. ラジ
 
重要

• 過度
冷却

• 配線
• 水道
燥さ

 

冷却

運転中
外さな
出し、
十分に

エンジ
ります

整 

ジエータスク
が詰まると、
ンジンのオーバ
エータ、ラジエ
毎日運転後に確
れ草を刈った
は、詰まりを防

ーンとラジエ

ータ①はエン
ラジエータの

ジエータスク

らかいブラシ
払います。 

縮空気または
ータのフィン

ジエータスク

に圧縮された
ファンブレー

線や電気装置に
道水を使用して
せてください

却水の交換

 警告
中や運転直後
ないでくださ
ヤケドを負

に冷えるまで

(

ン冷却水のド
。

リーン、ラジ
ラジエータの
バーヒートの
エータスクリ
確認してくだ
りホコリの多
防ぐため 1 日
エータを確認

ンジンの後ろ
の後ろにそれ

リーンを上に

でラジエータ

水を両側から
の詰まりを掃

リーンを取り

た空気や水は使
ードが変形する
に水を直接掛
てラジエータ
い。 

換 

告 

後は、絶対にラ
い。加圧され

負うおそれがあ
で待ってくださ

(1) ドレンプ
 

ドレンプラグ

ジエータにゴ
の冷却効率が
の原因になり
リーンの詰ま
ださい。 
多い場所で運
日に数回ラジ
認してくださ

ろ、ラジエー
れぞれあります

に引き出しま

タスクリーン

ら交互に送っ
掃除します。

り付け直しま

使用しないで
るおそれがあ
掛けないでく
タを洗った後

ラジエータキ
れた蒸気や熱
あります。エ
さい。 

プラグ 

グはエンジン
 

ゴミやホコ
が下がり、
ります。ラ
まりがない

運転すると
ジエータス
い。 

タスクリー
す。 

ます。 

ンのホコリ

って、ラジ
 

ます。 

ください。
ります。 
ださい。

後は自然乾

キャップを
熱湯が吹き
エンジンが

の左下にあ
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1. 冷却水受けをドレンプラグの下に置きます。 

2. ラジエータキャップ、ドレインプラグを外し、冷却
水をラジエータ、エンジンシリンダブロックから完
全に排出します。 

3. 冷却水が完全に排出されたら、ラジエータ内部を洗
い流し、ドレンプラグを確実に締めます。 

4. 冷却水の注入口から流れ出るまで、規定の不凍液濃
度の冷却水を注入します。ラジエータキャップを締
め直します。 

 
冷却水容量 

ラジエータ 3.0 リットル 
 

 警告 

必ずラジエータキャップを確実に締めてください。
沸騰した冷却液が噴出するおそれがあり、非常に危
険です。 

 
重要 

• 冷却液が凍結するとエンジンが損傷するおそれがあ
ります。 

• 水と不凍液の混合比は不凍液のメーカー、気温に
よって異なります。 

• 事前に水と不凍液を十分に混ぜ合わせてください。

 
5. 注入後エンジンを始動し、約 5 分間アイドリングし

ます。その後冷却水量を確認します。水量が低い場
合は冷却水を補充してください（45ページを参照）。 

 
重要 

冷却水がない状態でエンジンを作動しないでくだ
さい。エンジンが動かなくなり、完全に破損します。

 

ヒューズ、配線の点検 
 
ヒューズボックスは、機械のエンジンルーム内部の右
側にあります。 
 

ヒューズ容量 アプリケーション 

5A ソレノイド 

10A メインAC 

10A ヘッドライト 

5A コレクタAC 
 

 
(1) ヒューズボックス 

 
重要 

• ヒューズやスローブローヒューズが切れたときは、
必ず問題を特定して修正してください。原因が不明
な場合は販売店にご相談ください。 

• 必ず規定のヒューズを使用してください。容量の大
きいヒューズは電気アクセサリ、配線の焼損の原因
になります。 

• スローブローヒューズが焼き切れた場合は、正規の
スローブローヒューズを使用してください。 

 
オルタネータ、スタータモータにはそれぞれスローブ
ローヒューズがあります。 
 

 警告 

配線カバーが破損した場合はすぐに絶縁テープで
修繕してください。 

 

 注意 

• 火災事故を防ぐため毎年販売店で機械の配線を
チェックしてください。 

• バッテリ、配線、マフラー、エンジン周りの草やゴ
ミを取り除いてください。火がつくおそれがありま
す。 

 
重要 

ワイヤハーネスがクランプから外れたときは、すぐ
に固定し直してください。 
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油
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の部
くだ
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セ
安全
す。
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セー
しな
停止
だ

 
点検

1. 運

2. P

3. ブ

4. キ

エ
 
点検

1. 運

2. P

3. ブ

4. キ

エ
 
点検

1. 運

2. P

3. ブ

4. キ
エ

5. 運

エ
 

 

ータリ

圧系統の
T ユニット、
部品の調整や修
ださい。自身
ださい。 

ーフティ
全に作業する

運転前に以
ことを確認し

 注
ーフティスイ
ない場合、運
止しない場合
さい。 

検 1 

運転席に座り

PTO レバーを

ブレーキペダ

キースイッチ

エンジンが作

検 2 

運転席に座り

PTO レバーを

ブレーキペダ

キースイッチ

エンジンが作

検 3 

運転席に座り

PTO レバーを

ブレーキペダ

キースイッチ
エンジンが作

運転席から離

エンジンが停

ーモア

の部品の
コレクタダン
修理が必要な
で油圧系統の

ィスイッ
ために安全装
下の手順によ
てください。

注意 

イッチの故障
運転者が運転
合は、すぐに

ります。 

を OFF（ ）

ダルは踏まな

チを START 位

作動しないこ

ります。 

を ON（ ）

ダルを踏みま

チを START 位

作動しないこ

ります。 

を OFF（ ）

ダルを踏みま

チを START 位
作動、始動する

離れます。 

停止すること

の保守

の保守 
ンプシリンダ
なときは、販
の部品を調整

ッチの点検
装置が取り付
より各装置が

 

障によりエン
転席を離れても

販売店に修理

位置にしま

いでください

位置（ ）に

とを確認して

位置にします

す。 

位置（ ）に

とを確認して

位置にしま

す。 

位置（ ）に
ることを確認

を確認してく

守・点検

ダなど油圧系統
販売店にご相談
整、修理しない

検 
付けられていま
が適切に動作す

ンジンが始動
もエンジンが
理をご依頼く

す。 

い。 

します。 

てください。

す。 

します。 

てください。

す。 

します。 
認してください

ください。

検・調整

統
談
い

ま
す

動
が
く

 

 

い。 

点検 4

1. ボン

2. 運転

3. PTO

4. ブレ

5. キー

エン

整 

ンネットを開

転席に座りま

O レバーを O

レーキペダル

ースイッチを

ンジンが作動

きます。 

す。 

OFF（ ）位

を踏みます。

START 位置

しないことを

位置にします。

 

置（ ）にしま

を確認してく

 

 

ます。 

ださい。 



 

ロータリーモアの保守・点検・調整 

57 

給油・給水一覧表 

 
参照番号 注油箇所 潤滑油 量：リットル

1 ラジエータ L.L.C（ロングライフクーラント）50％ 
真水50％ 3.0 

2 エンジン API規格 SAE10W-30 CC等級以上 2.2 

3 トランスミッションケース 
HSTオイルタンク 油圧作動油 ISO VG32 – VG46 2.5 

4 ベベルギヤケース ギヤオイルSAE80 0.24 
5 センタピボット グリス 必要に応じて

6 ナックルアーム グリス 必要に応じて

7 ブレーキハブ／HSTハブ グリス 必要に応じて

8 燃料 軽油 18.0 
9 駆動軸 グリス 必要に応じて

10 駆動軸 グリス 必要に応じて

11 HSTテンションアーム グリス 必要に応じて

注油口 

オイルドレン 

給油箇所 
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定期点検一覧表 
〇: 点検、補充、調整  ●: 交換  △: 清掃、洗浄 

★: 正規の点検整備施設での交換、点検整備を推奨 
 運

転
前 

最
初
の
50
時
間
� 

100
時
間 

150
時
間
� 

200
時
間 

300
時
間
� 

400
時
間 

450
時
間
� 

500
時
間 

600
時
間
� 

毎
月

毎
年

� 

２

年

ご

と

� 
間隔 判断基準 

参照

ページ

エンジンオイル c z  z  z  z  z 
最初の50時間後に交換し、 
その後は150時間ごとに交換。

規定レベルを維持。 43 
51 

エアクリーナ 

エレメント 
c U U U U U U U U U z 

50時間ごとに清掃。毎年また

は必要に応じて交換。  46 
53 

ラジエータ冷却水 c         z 2年ごとに交換。 規定レベルを維持。 45 
54 

燃料 c          燃料タンクは常に満タン

にする。 46 

燃料フィルタ c c c c c z c c c z z 300時間ごとまたは毎年交換。
フィルタ内にゴミや水が

ないこと。 47 

ファンベルト c c c c c c c c c c 必要に応じて交換。 たわみ量10mm 47 

電解液量  c c c c c c c c c 必要に応じて電解液を補充。 液量を適切に維持。 49 

バッテリ状態 c c c c c c c c c c c c 
必要に応じて充電または 
交換。  49 

エンジンオイル

フィルタ 
 z    z    z 

最初の50時間後に交換し、 
その後は300時間ごとに交換。

 52 

トランスミッション

オイル 
c z  c  z  c  z 

最初の50時間後に交換し、 
その後は300時間ごとに交換。

規定レベルを維持。 44 
52 

ブレーキペダルの

遊び 
c          30mm 48 

ハンドル c     �    � 300時間ごとにチェック。 異常がないこと。 51 

ハンドルの連結部

のボールジョイント 
     c    c 300時間ごとにチェック。 ボールジョイントが緩んで

いる場合は再度締め付け。 - 

タイヤ空気圧 c          前輪：190 kPa 
後輪：170 kPa 50 

トーイン      �    � 300時間ごとに調整。 2～6mm 51 

ホイールボルト c          緩みがないこと。 49 

グリスアップ  c c c c c c c c c c c 50時間ごとにグリスを注入。  57 
ラジエータ 

スクリーン 
U          詰まりのないこと。. 54 

ラジエータ U          詰まりのないこと。 54 

電気装置 c          すべてが適切に動作する

こと。 
35 
36 

セーフティスイッチ c          すべてが適切に動作する

こと。 56 

吸気口 U          詰まりのないこと。 54 
ボルト、ナット c          緩みがないこと。 - 
ゴム管   c  c c c  c c 100時間ごとにチェック。  - 

 
重要 

• 上記の点検整備間隔は通常使用時のものです。作業条件が通常よりも厳しい場合は、早期に点検整備を行
うことを推奨します。 

• 専門技能や専用工具が必要な場合、保守作業が難しい場合は、販売店にご相談ください。 
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主

 

ータリ

要消耗品

1 エアク
エレメ

2 燃料フ

3 エンジ
フィル

4 
 
5 

ヒュー
30V05A
ヒュー
30V10A

6 スロー
40A 

 

 

 

 

 

 
 

ーモア

品一覧表

リーナ 
ント 

ィルタ 

ジンオイル 
ルタ 

ーズ／ブレー
A 

ーズ／ブレー
A 

ーブローヒュー

の保守

表 

ド／

ド／

ーズ

守・点検

 

検・調整

7 ヘッ
バル

8 モニ
バル

9
10

ベル

ベル

11
12

ブレ

ブレ

13 ピン

整 

ッドランプ 
ルブ／12V23W

ニタランプ 
ルブ／12V3.4W

ルト／HST VB
ルト／PTO VB

レードA 
レードB 

ン 

W 

W 

B027
B031
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ロータリーモアの保管

■ 日常・短期保管 
 
1. ロータリーモアを清掃してください。 
 
重要 

ロータリーモアを洗浄するときは、圧縮水が電気装
置、オイルフィルタ、燃料フィルタに直接掛からな
いようにしてください。スタータキーを抜き、短絡
を防ぐためにスイッチキー穴にキャップをかぶせ
てください。ラベルのはがれを防ぐため、洗浄する
ときは高圧水がラベルにかからないように注意し
てください。高圧洗車機を使用するときは、洗車機
のノズルの先端とラベルの距離を60cm以上維持し
てください。 

 
2. モアデッキを地面まで下げてください。 
 

 注意 

モアデッキを上げたままにした場合、子供や許可を
得ていない人が昇降レバーを操作すると、不意に下
がり重大事故を招くおそれがあります。 

 
3. ロータリーモアはできれば屋内に保管してくださ

い。屋外に放置しなければならない場合はカバーを
してください。 

 

 警告 

屋外に放置しなければならない場合は、エンジン、
マフラーなどの加熱部を完全に冷ましてから防水
シートでカバーしてください。火災を招くおそれが
あります。 

 
4. 気温が非常に低いときは、バッテリを外し、直射日

光の当たらない暖かい乾燥した場所に保管してく
ださい。翌朝のエンジン始動が容易になります。 

 

 注意 

保管前に必ずスタータキーを抜いてください。 

■ 長期保管 
 
1. ロータリーモアを清掃し、障害箇所の修理、交換、

再調整などにより、すべての問題を修正してくださ
い。 

2. 燃料タンクを満タンにしてください。 

3. エンジンオイルを新しいものに交換し、エンジンを
約 5 分間アイドリングして、すべての部品を十分に
潤滑してください。 

4. すべての潤滑箇所を潤滑してください。 

5. すべての給油箇所のグリスアップを行ってくださ
い。 

6. ボルト、ナットの緩みを確認し、緩んでいる場合は
締め直してください。 

7. タイヤ空気圧を規定より若干高くしてください。 

8. モアデッキを取り外すか地面まで下げてください。 

 注意 

モアデッキを上げたままにした場合、子供や許可を
得ていない人が昇降レバーを操作すると、不意に下
がり重大事故を招くおそれがあります。 

 
9. 雨やホコリから守るためロータリーモアに防水

シートを掛けてください。 

 警告 

ロータリーモアに防水シートを掛けるときは、エン
ジン、マフラーなどの加熱部が完全に冷えるまで
待ってください。火災を招くおそれがあります。 

 
10. バッテリを取り外して充電し、電解液量を調整し、

子供が近づかず、直射日光の当たらない乾燥した場
所に保管してください。 

11. 月に 1 度、バッテリを満充電してください。 

 注意 

保管前に必ずスタータキーを抜いてください。 
 



 

ロータリーモアの保管 
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■ 長期保管後の運転 
 
1. 必ず運転前点検を行ってください。 

2. エンジン性能と寿命を最大限に確保するため、負荷
を掛ける前にエンジンを約 30 分間アイドリングし
てください。 

 

 警告 

排気ガスには非常に有毒なため、エンジンを始動す
るときは排気ガスを十分に換気してください。 
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故障状況 原因 処理 

• 燃料消費量が多すぎる。 • 燃料が不適切。 
• 吸気通路の詰まり。 

 
• エンジンが過負荷状態である。 

 
• 燃料漏れ。 

 
• バルブのクリアランスが不適正。 

• 適切な燃料を使用する。 
• エアクリーナ、吸気ホースの内部
を清掃する。 

• 刈高さを上げるか、機械の速度を
落とす。 

• 破損した部品を新しいものに交換
し、ジョイントを確実に締める。 

• 販売店に相談する。 

• チャージランプが点滅してい
る。 

• 配線の不良。 
 

• 電解液量が少ない。 
• ファンベルトの緩み。 
• オルタネータの故障。 
• レギュレータの故障。 

• 端子の緩み、汚れ、短絡、接地不
良を解消する。 

• 蒸留水を上限まで補充する。 
• 適切に張る。 
• 販売店に相談する。 
• 販売店に相談する。 

 

ブレーキシステム 
故障状況 原因 処理 

• ブレーキの効きが悪い • ブレーキペダルの遊びが大きすぎ
る。 

• HST内のブレーキディスクの摩耗。

• ペダルの遊びを調整する。 
 

• 販売店に相談する。 

• ブレーキペダルがスムーズに
戻らない。 

• リターンスプリングの疲労または 
不良。 

• 連結部の潤滑不良。 

• 交換する。 
 

• 注油箇所に給油する。 

 

昇降システム 
故障状況 原因 処理 

• モアデッキが上昇しない。 • ロックラッチが溝から外れない。 
 

• 作業機昇降ロッドの故障。 

• 押しボタンが外れていないか確認
する。 

• ロッドの変形を確認する。 
• 適切な長さに修正する。 

• モアデッキが下降しない。 • ロックラッチが溝から外れない。 
 
 

• 高さ調整システムが作動している。
 

• モアデッキの故障。 

• 押しボタンが外れていないか確認
する。 

• ロッドの変形を確認する。 
• 高さ調整ダイヤルを最低位置に
セットする。 

• 適切な長さに修正する。 
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ステアリング装置 
故障状況 原因 処理 

• ハンドルが重く切りづらい。 • タイヤ空気圧が低い。 
• ステアリングギヤにグリスが塗布さ
れていない。 

• ステアリングギヤの歯の間にゴミが
挟まっている。 

• ナックルスピンドルにグリスが塗布
されていない。 

• ステアリングギヤのベアリングの破
損。 

• 規定通りに調整する。 
• グリスアップを行う。 

 
• ゴミを取り除きギヤの歯を清掃す
る。 

• グリスアップを行う。 
 

• 販売店に相談する。 

• ハンドルが左右どちらかへと
られる。 

• タイヤ空気圧が不揃いである。 
 

• トーインが不適切。 
• タイロッドの端が過度に摩耗してい
る。 

• 前後のタイヤ空気圧を規定圧力に
調整する。 

• 販売店に相談する。 
• 販売店に相談する。 

• ハンドルの遊びが大きすぎる。 • タイロッドの端が過度に摩耗してい
る。 

• ステアリングコラムシャフトが過度
に摩耗している。 

• 販売店に相談する。 
 

• 販売店に相談する。 

 

HST（油圧トランスミッション） 
故障状況 原因 処理 

• ロータリーモアが走行しない。 • 駐車ブレーキが掛かっている。 
• エンジン回転数が低すぎる。 
• トランスミッションオイル量が少な
い。 

• 油圧管に空気が混入している。 
• HSTペダルの調整不良。 
• HSTユニットの不良。 

• 解除する。 
• エンジンを加速する。 
• 上限まで補給する。 

 
• 販売店に相談する。 
• 販売店に相談する。 
• 販売店に相談する。 

• HSTペダルを操作していない
のにロータリーモアが徐行す
る。 

• HSTの中立点が不適正。 
• HSTユニットの不良。 

• 販売店に相談する。 
• 販売店に相談する。 

 

電装品 
故障状況 原因 処理 

• バッテリが充電されていない。 • スローブローヒューズの溶解。 
 
 

• 配線の不良。 
 

• ファンベルトの緩み。 
• バッテリの故障。 

 
 

• オルタネータの故障。 
• レギュレータの故障。 

• 故障原因を特定して修理し、新し
いスローブローヒューズを取り付
ける。 

• 配線の端子の緩み、アース、短絡
を確認し、障害箇所を修理する。 

• 規定通りにベルトを張る。 
• 端子の緩み、腐食箇所、電解液量
を修正するか、新しいバッテリを
取り付ける。 

• 販売店に相談する。 
• 販売店に相談する。 
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故障状況 原因 処理 

• ヘッドランプが暗い。 • バッテリ容量が少ない。 
• スイッチまたは配線の接点の不良。

• バッテリを充電する。 
• 接点、アースポイントを清掃し締
める。 

• ヘッドランプが点灯しない。 • 電球切れ。 
• ヒューズ飛び。 

 
• 接点の不良。 

• 切れた電球を交換する。 
• 配線を確認し、飛んだヒューズを 
新しいものに交換する。 

• 各接点を清掃し確実に締める。 

• モニタランプが点灯しない。 • 接点の不良。 • コネクタを接続し直す。 

• コレクタダンプシリンダが機
能しない。 

• バッテリ容量が少ない。 
• レギュレータの故障。 

• 販売店に相談する。 
• 販売店に相談する。 

• 燃料ポンプが機能しない。 • ヒューズ飛び。 
 

• 燃料ポンプの故障。 

• 配線を確認し、飛んだヒューズを 
新しいものに交換する。 

• 販売店に相談する。 

• 燃料遮断弁が機能しない。 • ヒューズ飛び。 
 

• 遮断弁の故障。 

• 配線を確認し、飛んだヒューズを 
新しいものに交換する。 

• 販売店に相談する。 
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モアデッキ 

モアの主要コンポーネントの名称 

 

 

 

(1) モアデッキ 

(2) 駆動軸 

(3) 軸カバー 

(4) ウォータホースプラグ 

(5) 入力ベベルギヤケース 

(6) 軸心 

(7) カップリング 

(8) ベベルギヤケース（右側）

(9) 排出口カバー 

(10) フロントローラー 

(11) ゲージホイール 

(12) 刃（左側） 

(13) 刃（右側） 

(14) ピン/モアマウント 
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モアデッキの取付け、取外し

 

(1) 昇降レバー (4) 後方リンク (7) リングクリップ (10) シュート 
(2) モア排出口カバー (5) 前方リンク (8) 前輪 (11) 駆動軸 
(3) ゲージホイール (6) ロックナット (9) 高さ調整ダイヤル (12) ジョイントカバー 
   (13) ジョイントカバー/モア 
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ダイヤル⑨
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ッキの底面
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前方リンク

 

 

ます。最初
り外してく

イントを外
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モアの操作

操作前 
 

 注意 

• 草刈り作業を開始する前に、必ず標準コレクタま
たはデイフレクタを装備してください。コレクタ
またはデイフレクタを取り付けずに草刈りをしな
いでください。ロータリーモアによって芝、石な
どが飛散し、非常に危険です。 

• ロータリーモアの運転方法を理解し、本書をよく
読んで、安全注意事項を頭に入れてください。 

• すべてのセーフティカバー、ガードが取り付けら
れていることを確認してください。 

• 刃のボルトが確実に締められていることを確認し
てください。 

• ロータリーモアを作業場に移動する前に、作業場
全体を確認し、安全に作業するために、石、木材、
空き缶、ビン、ワイヤなどの障害物をすべて取り
除いてください。 

• ロータリーモアの操作により、子供、動物、居合
わせた人が負傷し、木、建物などが損傷すること
がないようにしてください。 

• ロータリーモアの転倒、落下、横滑りなどの事故
を防ぐため、隆起、溝、土手、段差、坂、傾斜、
軟弱地盤、水たまりなどがないか、事前に圃場を
チェックしてください。 

 

刈高さ調整 

 
(1) スプリングクリップピン 

 
1. 昇降レバーでモアデッキを持ち上げます。 

2. 必要な刈高さに合わせて設定穴を選び、ピンを差し
込んでスプリングクリップピンで固定します。設定
穴と刈高さの関係を示したラベルがモアデッキに
貼られています。 

 
3. 左右のゲージホイールは同じ刈高さに設定する必

要があります。 

4. 昇降レバーでモアデッキを下げます。 
 

 

 注意 

昇降レバーを操作する前に運転席に座り、安全を確
認してからモアデッキを下げてください。 
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3. 湿り気の少ない草や枯れ草を刈る場合 

i. 風向を考慮に入れ、ゴミが作業者に当たらない方
向に前進してください。 

ii. 吸気口のスクリーンが目詰まりしないように作業
してください。 

 
重要 

• ホコリの多い環境で機械を操作するときは、冷却
水温度警告灯に注意してください。 

• スクリーンが詰まったときは、作業を継続しない
でください。エンジンの故障を招くおそれがあり
ます。 
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刃の点検、交換 
 
• 左右の位置の点検 

 
(1) 刃（左側） 
(2) 刃（右側） 
 
1. 左側の刃①と右側の刃②が互いに直角になってい

ることを確認してください。 

2. 刃が直角でない場合は以下の方法で調整してくだ
さい。 

 
(1) ボルト（M10） (3) プレート (5) 刃 
(2) ワッシャ 
(7) シアピン 

(4) シム（1.2） (6) カラー（刃）

 
1. 刃⑤のボルト①のうち 1 つを取り外します。 

2. カラー⑥アセンブリを取り外します。 

3. 左側の刃①と右側の刃②が互いに直角になるよう
に、カラー⑥アセンブリを取り付けます。 

4. 木片で刃を固定してボルト①を締めます。 

締付トルク： 590kgf·cm 
 
5. 刃を取り付けたら、刃を手で回して問題がないこと

を確認します。 

 危険 

刃に触れないでください。刃を取り扱う前に手袋を
してください。 

 
• 刃の高さの点検 

 
1. 左側の刃と右側の刃⑤のボルト①を外し、次にワッ

シャ②、プレート③、刃⑤、シム④を外します。 

2. シム④を刃の上または下に置き、シム④の位置を変
更して刃の高さを調整します。 

3. 両方の刃の頭部の高さが同じであることを確認し
ます。 

 
(1) ボルト（M10） (3) プレート (5) 刃 
(2) ワッシャ 
(7) シアピン 

(4) シム（1.2） (6) カラー（刃）

 

 注意 

それぞれの刃に 3 つのシムが取り付けられていま
す。それぞれの刃のシムの数が 3 であることを確認
してください。それぞれの刃に 3 つのシムが取り付
けられていないと、刃、ベベルギヤケースが損傷す
るおそれがあります。 

 
• 刃の点検 ・交換 

 
1. モアデッキを上下逆さにします。 
 

 注意 

モアデッキを上下逆さにするときは、足にぶつけな
いように注意してください。 

 
2. 刈刃の変形、損傷を確認します。 
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モアデッキの清掃 
 
1. 運転前に軸カバーを取り外し、カバー下にたまった

草やゴミを取り除いてください。さもないと、ベア
リング、オイルシールが破損します。 

 
 
 

 注意 

清掃後は必ず取り外したカバーを元に戻してくだ
さい。 

 
2. ウォータホースプラグ③の使用前に、ウォータホー

スプラグからプレート④を取り外してください。
ウォータホースプラグからモアデッキに水を注ぎ、
刃を回します。 

3. 草刈り後は、モアデッキの下側、ブレードを清掃し、
たまった草やゴミを取り除いてください。特に濡れ
た草を刈った後は、必ず洗い流してください。濡れ
た草やゴミをたまったままにすると、性能が劣化し
ます。 

 
重要 

ウォータホースプラグ③の使用後は、プレート④を
ウォータホースプラグに取り付け直してください。

 

 注意 

水を注いでモアデッキを洗浄するときは、必ずエン
ジンを減速してください。 
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給油・給脂一覧 
 
以下の軸の端にはすべてグリスが塗布されています。定期的にグリスアップを行ってください。また、ギヤケー
スを定期的に整備し、オイルの補充、交換を行ってください。 

 

参照番号 注油箇所 潤滑油 量：リットル 
1 ベベルギヤケース（左側） ギヤオイルSAE80 0.3 
2 ベベルギヤケース（右側） ギヤオイルSAE80 0.3 

3 駆動軸 

グリス 

グリスがあふれるまで
注入してください。 

4 ゲージホイール 必要に応じて 
5 フロントローラー 

必要に応じて 
6 駆動軸 
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定期点検一覧表 
〇: 点検、補充、調整 
●: 交換   

チェック箇所 
運 
転 
前 

点検、整備間隔 
（運転時間） 以降の間隔 判断基準 参照 

ページ

50 100 150 200 300

刃 c       
変形、破損、摩耗、亀裂
が見られた場合は交換
する。 

77 

ベベルギヤケース
（左側、右側）  z c c c z 

最初の50時間後に交換し、
その後は300時間ごとに交
換する。 

規定レベルを維持。 76 

ローラー、 
ゲージホイール c       スムーズに回ること。 78 

給油箇所  c c c c c 
50時間ごとにグリスアッ
プを行う。  80 

ボルト、ナット c       緩みがないこと。 - 

ピン、クリップ c       紛失、変形がないこと。 - 

 
重要 

• 上記の点検整備間隔は通常使用時のものです。作業条件が通常よりも厳しい場合は、早期に点検整備を行
うことを推奨します。 

• 専門技能や専用工具が必要な場合、保守作業が難しい場合は、販売店にご相談ください。 
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モアの保管 

モアデッキを長期間保管するときは、以下のようにデッキを整備してから保管してください。 
 
1. モアデッキを清掃します。特に、刃、モアデッキの下側から草やゴミを取り除いてください。 

2. ローラー、軸に絡まっている草などを取り除きます。 

3. 軸カバーを取り外し、モアデッキの上部を清掃します。軸に絡まっている草などを取り除いてください。 

4. 錆をすべて落とし、塗料がはげた箇所を正規の補修用塗料で補修します。 

5. 取り外した部品を必ず元に戻してください。 

6. 紛失したピン、クリップがあれば、新しいものに交換します。 

7. 各部品の破損を確認し、破損した部品を修理するか新しいものに交換して、次の運転に備えます。 
 
重要 

交換時は必ず正規の部品を使用してください。 
 
8. すべての給油箇所のグリスアップを行います。 

9. 緩んだボルト、ナットを適切に締め、紛失した場合は新しいものに交換します。 

10. 乾いた場所にモアデッキを保管します。下に木れんがを置き、カバーを掛けてください。 
 

 注意 

モアデッキを機械に取り付けられた状態で保管するときは、子供や許可を得ていない人が昇降レバーを操作
し、思わぬ事故が引き起こされるのを防ぐため、地面まで下げてください。 
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る。 

• 速度を落
• エンジ
で作動

• 新しい
• 正しく
• 刃を適切

取

• モアの取
• 速度を落
• 新しい
• 清掃す
• 適切に調
• 2回に分
• シムで補
る。 

• 新しい

• ゲージホ
• モアの取
• ゆっく
• 刈る方

• 新しい
• 590 kgf
• 清掃す
• ベルト
• 修理す
• 販売店

っ

• フルス
行う。 
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）

切断

を調
換す

）

トす

を



 

モアの不調診断について 

84 

故障状況 原因 処理 

• 刃が回転しない。 • 刃の締付ボルトが緩んでいる。 
• 異物が刃または刃の支持部に挟まっ
ている。 

• シアピンの破損。 
• ギヤの破損。 
• ミッドPTOベルトの滑り、破損。 

• 590 kgf·cmで締め直す。 
• 清掃する。 

 
• 新しいものと交換する。 
• 販売店に相談する。 
• PTOケーブルを調整するか新しい
ベルトに交換する。 

• モアが上昇しない。 • モアデッキの内部に草や泥が詰まっ
ている。 

• 清掃する。 



 

85 

コレクタ 

コレクタの主要コンポーネントの名称 

（アシストシリンダ付きローダンプコレクタ） 
 

 
 

(1) コレクタフレーム 
(2) コンテナ 
(3) ダンプシリンダ 
(4) コンテナフレーム 
(5) 上部カバー 
(6) クリーニングスティック 
(7) 取付けナット 
(8) ハンドル 
(9) シリンダカバー 
(10) リンクカバー 
(11) ロックプレート 
(12) サブカバー 
(13) フルセンサ 
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コ

コ
• 平
• 駐
• P
• エ

 

ロ

1. コ
ダ
外

2. コ
ち

3. ク
い

4. ク
ま

5. コ
外
• 
• 

コレク

 警
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ハーネス .....
セーフティス
ント） .........

取付け
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ット⑥を外し

(6) 

ダ (7) 
プ (8) 

(9) 

ト (10) 

コレクタ
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タを取り付けま
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る 2 つのボ
フレームを
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タ 
グ 

ト 

付け 
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コレクタの操作

操作前 
 

 注意 

• ロータリーモアの運転方法を理解し、本書をよく
読んで安全注意事項を頭に入れてください。 

• すべてのセーフティカバー、ガードが取り付けら
れていることを確認してください。 

• コレクタを操作する前に、コレクタがスムーズに
開閉することを確認してください。 

 

グラスリミットセンサの調整 

 

(1) アジャスタボルト (3) センサプレート 
(2) 調整位置銘板  (4) コレクタフレーム 

 
1. コンテナの充填速度はアジャスタボルト①を調整

して変更します。 

2. グラスリミットセンサのブザーを確認します。ス
タータスイッチを ON 位置にセットし（エンジンを
始動しないでください）、PTO レバーを ON にセッ
トします。センサプレート③を押したときにブザー
が鳴ることを確認します。 

 注意 

ブザーの確認後、必ずスタータスイッチ、PTO レ
バーを OFF にしてください。 

 

作業前点検 
 
• 作業前に、以下の箇所を点検してください。 

 
(1) セーフティスイッチ 

 
1. 刃の回転中に作業者がダンプコンテナを始動する

とすぐにエンジンが停止することを確認してくだ
さい。 

 

 危険 

セーフティスイッチにより、モアデッキの刃の回転
中にコネクタの中身を捨てたときに、エンジンを強
制的に停止します。 
草刈り作業を行う前に、この機能が正常に機能する
ことを必ず確認してください。 

 
コレクタの操作 
 
SBC402X-LAE4 

 
開： コンテナダンプスイッチの「UP」位置を押します。 
閉： コンテナダンプスイッチの「DOWN」位置を押し

ます。 

(1) ロック 
プレート 

(2) ピン 
(3) ナット/M8 
(4) ロック 

ブラケット 



 

コレクタの操作 

88 

草が排出されたことを確認した後、コンテナを閉めま
す。 
コンテナが閉じられている場合でも、ロックプレート
①がピン②で完全にロックされるまで、スイッチを押
し続けてください。 
ロックプレート①とピン②のクリアランスが大きすぎ
る場合は、ナット/M8③を調整してロックブラケット
④を下げます。 
 

 注意 

コンテナを開閉した後は、コンテナダンプスイッチ
を 30 秒以上押し続けないでください。シリンダが
破損するおそれがあります。 
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コレクタの主要部品の点検、保守 

給油・給脂一覧 
 
以下の箇所のグリスアップを定期的に行ってください。 
 
（ローダンプコレクタ） 

 
 

参照番号 注油箇所 潤滑油 量 
1 ダンプシリンダ 

オイルまたはグリス 必要に応じて 
2 ダンプリンク 
3 ロックリンク 
4 ロックプレート 

 

定期点検一覧表 
〇: 点検、補充、調整 △: 紛失、変形時 
●: 緩んでいる場合は修正 ★: 目詰まりしない。 

チェック箇所 
運 
転 
前 

点検、整備間隔 
（運転時間） 

以降の間隔 判断基準
参照 
ページ

50 100 150 200 250

給油箇所  { { { { { 
50時間ごとにグリスアップ
を行う。  89 

ボルト、ナット {       ● - 
ピン、クリップ {       △ - 
コンテナネット {       ★ - 

 
重要 

• 上記の点検整備間隔は通常使用時のものです。作業条件が通常よりも厳しい場合は、早期に点検整備を行
うことを推奨します。 

• 専門技能や専用工具が必要な場合、保守作業が難しい場合は、販売店にご相談ください。 
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コレクタの保管 

コレクタを長期間保管するときは、以下のようにコレクタを整備してから保管してください。 
 
1. コレクタを掃除します。特にコンテナネットから草やゴミを取り除いてください。 

2. リンクに絡まっている草などを取り除きます。 

3. 錆をすべて落とし、塗料がはげた箇所を正規の補修用塗料で補修します。 

4. 取り外した部品を必ず元に戻してください。 

5. 紛失したピン、クリップがあれば、新しいものに交換します。 

6. 各部品の破損を確認し、破損した部品を修理するか新しいものに交換して、次の運転に備えます。 
 
重要 

交換時は必ず正規の部品を使用してください。 
 
7. すべての給油箇所のグリスアップを行います。 

8. 緩んだボルト、ナットを適切に締め、紛失した場合は新しいものに交換します。 

9. 乾いた場所にコレクタを保管します。下に木れんがを置き、カバーを掛けてください。 
 

 注意 

子供や許可を得ていない人がダンプレバーを操作して思わぬ事故が引き起こされるのを防ぐため、コレクタ
を機械に取り付けられた状態で保管するときは閉じてください。 
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電気配線 

電気配線図 
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